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【
あ
ら
す
じ
】 

昔
は
喧
嘩
早
か
っ
た
も
の
の
、
す
っ
か
り

丸
く
な
っ
た
佐
藤
文
太
６
１
歳
。
３
年
前

に
倒
れ
て
か
ら
タ
バ
コ
も
や
め
、
仕
事
も

定
年
退
職
し
、
酒
は
週
に
２
回
程
度
。
毎

日
が
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
つ
ま
ら
な

い
と
嘆
い
て
い
る
の
だ
が
、
あ
る
日
、
自

分
が
特
定
の
１
日
を
何
度
も
繰
り
返
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
最
初
こ
そ
戸
惑
っ

た
も
の
の
、
２
４
時
に
な
れ
ば
そ
の
日
の

振
る
舞
い
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
を
利

用
し
、
我
慢
し
て
い
た
酒
や
タ
バ
コ
、
脂

っ
こ
い
食
べ
物
な
ど
を
堪
能
し
始
め
る
。

そ
ん
な
中
、
友
人
の
中
津
川
が
高
級
ク
ラ

ブ
の
ホ
ス
テ
ス
に
金
を
騙
し
取
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
文
太
。
中
津
川
が
金
を

払
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
高
級

ク
ラ
ブ
に
忍
び
込
み
、
慣
れ
な
い
ス
マ
ホ

を
使
っ
て
ホ
ス
テ
ス
が
中
津
川
を
騙
そ
う

と
し
て
い
る
証
拠
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す

る
。
な
ん
と
か
中
津
川
に
真
実
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
、
中
津
川
は
シ
ョ

ッ
ク
の
あ
ま
り
自
殺
。
す
る
と
文
太
は
、

タ
イ
ム
ル
ー
プ
を
使
っ
て
中
津
川
を
追
い

込
ん
だ
ホ
ス
テ
ス
と
オ
ー
ナ
ー
を
リ
ン
チ

し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
中
津
川
が
や
っ
て

き
て
文
太
が
笑
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

文
太
は
、
自
分
が
暴
力
の
快
楽
に
溺
れ
、

若
い
頃
と
何
一
つ
変
わ
っ
て
い
な
い
と
知

る
。
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
自
宅
に
帰
っ
て

き
た
文
太
に
、
何
も
言
わ
ず
食
事
を
作
る

妻
の
千
代
子
。
久
し
ぶ
り
に
妻
の
料
理
を

食
べ
、
文
太
は
救
わ
れ
た
気
持
ち
に
な
る

の
だ
が
、
直
後
、
千
代
子
が
倒
れ
て
し
ま

う
。
千
代
子
は
今
日
１
日
の
ど
こ
か
で
頭

を
強
く
打
ち
付
け
た
こ
と
が
原
因
で
脳
挫

傷
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
再
び

同
日
の
朝
に
戻
っ
た
文
太
は
、
中
津
川
を

助
け
つ
つ
、
家
事
を
自
分
が
行
う
こ
と
で

千
代
子
が
脳
挫
傷
に
な
る
原
因
を
取
り
除
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こ
う
と
す
る
。
友
人
た
ち
の
力
を
借
り
て

両
方
の
目
的
を
達
成
し
た
文
太
は
、
「
自

分
は
若
い
頃
と
何
一
つ
変
わ
っ
て
い
な
い
。

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
」
と
絶

望
す
る
中
津
川
に
食
事
を
振
る
舞
う
。
ま

た
千
代
子
に
、
普
段
の
家
事
の
大
変
さ
を

労
い
、
「
毎
日
が
繰
り
返
し
で
つ
ま
ら
な

い
だ
ろ
」
と
尋
ね
る
と
、
千
代
子
は
「
で

も
今
日
は
特
別
の
日
で
す
」
と
笑
う
。
気

づ
く
と
２
４
時
を
回
り
、
繰
り
返
さ
れ
る

１
日
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
る
。
（
７
９
５

文
字
） 
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【
登
場
人
物
表
】 

 

佐
藤
文
太
（
２
２
）
（
６
１
）
無
職 

佐
藤
千
代
子
（
６
０
）
専
業
主
婦 

中
津
川
哲
治
（
２
０
）
（
５
９
）
文
太
の

友
人 

 

石
井
裕
司
（
６
０
）
文
太
の
友
人
。
酒
屋

店
主 

鈴
村
敏
明
（
６
１
）
文
太
の
友
人
。
駄
菓

子
屋
店
主 

鈴
村
絹
枝
（
５
８
）
敏
明
の
妻 

 

兵
藤
勝
（
３
２
）
ク
ラ
ブ
「
ミ
ラ
ク
ル
」

の
オ
ー
ナ
ー 

吉
田
愛
美
（
３
１
）
ク
ラ
ブ
「
ミ
ラ
ク
ル
」

の
ホ
ス
テ
ス 

  

高
子
（
３
０
）
ク
ラ
ブ
「
ミ
ラ
ク
ル
」
の

ホ
ス
テ
ス 

西
条
（
２
８
）
ク
ラ
ブ
「
ミ
ラ
ク
ル
」
の

従
業
員 

東
野
（
３
１
）
ク
ラ
ブ
「
ミ
ラ
ク
ル
」
の

従
業
員 

北
山
（
２
４
）
ク
ラ
ブ
「
ミ
ラ
ク
ル
」
の

従
業
員 

 

石
井
弘
治
（
２
１
）
石
井
の
息
子 

柴
田
徹
（
７
２
）
柴
田
洋
服
店
の
店
主 

医
者
（
４
７
）
医
者 

小
学
生
（
８
）
小
学
生 
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【
本
文
】 

 

◯
廃
墟
ビ
ル
・
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
夜
） 

若
い
頃
の
佐
藤
文
太
（
２
２
）
が
立
っ
て
い

る
。
地
面
に
は
チ
ン
ピ
ラ
が
何
人
も
倒
れ
て

い
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
中
心
部
に
あ
る
椅

子
に
中
津
川
哲
治
（
２
０
）
が
縄
で
縛
ら
れ

て
座
ら
さ
れ
、
口
を
ガ
ム
テ
ー
プ
で
覆
わ
れ

て
い
る
。
文
太
、
中
津
川
の
ガ
ム
テ
ー
プ
を

外
す
。 

文
太
「
大
丈
夫
か
」 

中
津
川
「
あ
り
が
と
う
。…

…

文
さ
ん
！
」 

チ
ン
ピ
ラ
、
文
太
の
背
後
か
ら
襲
い
か
か
る
。

文
太
、
チ
ン
ピ
ラ
を
返
り
討
ち
に
す
る
。
文

太
、
肩
で
息
を
し
て
い
て
疲
れ
て
い
る
様
子
。

た
だ
、
画
面
に
文
太
の
表
情
は
映
っ
て
い
な

い
。 

文
太
「…

…

よ
し
」 

中
津
川
「…

…

文
さ
ん
？
」 

文
太
「
ん
？
」 

中
津
川
「
文
さ
ん
、
な
ん
で
」 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
（
６
１
）
、
布
団
の
上
で
目
が
覚
め
る
。

季
節
は
夏
。
月
曜
日
。
時
刻
は
７
時
。
部
屋

の
棚
に
は
禁
酒
セ
ラ
ピ
ー
の
本
や
常
備
薬
が

置
か
れ
て
い
る
。
文
太
の
家
は
一
軒
家
で
千

代
子
と
二
人
暮
ら
し
。
子
供
は
い
な
い
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

文
太
、
リ
ビ
ン
グ
に
行
く
。
妻
の
千
代
子
（
６

０
）
が
朝
食
の
準
備
を
し
て
い
る
。
千
代
子
、

文
太
に
気
づ
く
と
テ
レ
ビ
を
消
す
。 

文
太
、
千
代
子
、
朝
食
を
食
べ
る
。 

千
代
子
「
今
日
も
暑
い
み
た
い
で
す
よ
」 

文
太
「
そ
う
か
」 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室 

文
太
、
本
棚
か
ら
小
説
を
取
り
出
し
て
読
む
。 

古
時
計
の
１
２
時
の
鐘
が
鳴
る
。 
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◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ 

文
太
と
千
代
子
、
そ
う
め
ん
を
食
べ
て
い
る
。 

千
代
子
「
夜
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
」 

文
太
「
魚
が
良
い
な
」 

文
太
、
そ
う
め
ん
を
食
べ
終
わ
る
。 

文
太
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」 

千
代
子
「
は
い
」 

文
太
、
血
圧
の
薬
を
飲
む
。 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室 

文
太
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
格
好
に
着
替
え
て
和

室
か
ら
出
て
い
く
。 

文
太
、
廊
下
を
歩
き
な
が
ら
居
間
に
声
を
か

け
る
。
居
間
と
廊
下
を
隔
て
る
扉
は
閉
ま
っ

て
い
る
。 

文
太
「
い
っ
て
く
る
」 

居
間
か
ら
千
代
子
の
声
が
聞
こ
え
る
。 

千
代
子
「
は
ー
い
」 

 

◯
商
店
街 文

太
、
「
柴
田
洋
服
店
」
の
前
で
立
ち
止
ま

る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
は
「
臨
時
休
業
」
の
貼

り
紙
。 

文
太
の
背
後
に
は
商
店
街
の
入
り
口
。
狼
と

牛
の
被
り
物
を
し
た
二
人
組
が
去
っ
て
い
く

様
子
が
遠
く
に
映
る
。 

柴

田

洋

服

店

の

向

か

い

に

は

駄

菓

子

屋

の

「
す
ず
む
ら
駄
菓
子
」
が
あ
る
。
す
ず
む
ら

駄
菓
子
の
店
主
、
鈴
村
敏
明
（
６
１
）
が
店

前
で
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン

を
つ
け
て
ゲ
ー
ム
を
し
て
お
り
、
機
械
に
詳

し
そ
う
な
印
象
。 

鈴
村
「
よ
う
文
さ
ん
」 

文
太
「
お
う
」 

鈴
村
の
嫁
、
鈴
村
絹
枝
（
５
８
）
が
店
の
中

か
ら
出
て
く
る
。
気
が
強
い
も
の
の
、
人
情

味
あ
り
そ
う
な
雰
囲
気
。 

絹
枝
「
お
と
う
ち
ゃ
ー
ん
、
電
話
」 

文
太
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
再
開
。 
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◯
佐
藤
家
・
廊
下 

文
太
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ら
帰
っ
て
く
る
。
文

太
、
居
間
に
声
を
か
け
る
。
居
間
と
廊
下
を

隔
て
る
扉
は
閉
ま
っ
て
い
る
。 

文
太
「
戻
っ
た
」 

千
代
子
「
は
ー
い
」 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室 

文
太
、
本
棚
か
ら
小
説
を
取
り
出
し
て
読
書

を
再
開
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

文
太
と
千
代
子
、
夕
食
を
食
べ
る
。
文
太
の

体
調
を
考
え
、
味
付
け
が
薄
い
魚
料
理
と
な

っ
て
い
る
。 

文
太
、
醤
油
に
手
を
伸
ば
す
。
千
代
子
、
ち

ら
っ
と
文
太
を
見
る
。 

文
太
、
醤
油
に
伸
ば
し
た
手
を
引
っ
込
め
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
廊
下
（
夜
） 

風
呂
上
が
り
の
文
太
、
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え

て
廊
下
を
歩
い
て
い
る
。
文
太
、
居
間
に
声

を
か
け
る
。
居
間
と
廊
下
を
隔
て
る
扉
は
閉

ま
っ
て
い
る
。 

文
太
「
お
や
す
み
」 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
夜
） 

文
太
、
布
団
に
入
っ
て
目
を
瞑
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
の
上
で
目
が
覚
め
る
。
時
刻
は

７
時
。
タ
イ
ム
ル
ー
プ
が
始
ま
っ
て
お
り
、

文
太
は
自
覚
な
い
が
全
て
前
日
と
同
じ
よ
う

に
世
界
は
動
く
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

文
太
、
リ
ビ
ン
グ
に
行
く
。
妻
の
千
代
子
が

朝
食
の
準
備
を
し
て
い
る
。
千
代
子
、
文
太

に
気
づ
く
と
テ
レ
ビ
を
消
す
。 
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文
太
、
千
代
子
、
朝
食
を
食
べ
る
。 

千
代
子
「
今
日
も
暑
い
み
た
い
で
す
よ
」 

文
太
「
そ
う
か
」 

 
◯
佐
藤
家
・
和
室 

文
太
、
本
棚
か
ら
小
説
を
取
り
出
し
て
読
む
。 

古
時
計
の
１
２
時
の
鐘
が
鳴
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ 

文
太
と
千
代
子
、
そ
う
め
ん
を
食
べ
て
い
る
。 

千
代
子
「
夜
は
ど
う
し
ま
し
ょ
う
」 

文
太
「
肉
が
良
い
な
」 

 

◯
商
店
街 ジ

ョ
ギ
ン
グ
中
の
文
太
、
洋
服
屋
の
前
で
立

ち
止
ま
る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
は
「
臨
時
休
業
」

の
貼
り
紙
。 

鈴
村
が
文
太
に
話
し
か
け
る
。 

鈴
村
「
よ
う
文
さ
ん
」 

文
太
「
お
う
」 

店
の
中
か
ら
絹
枝
が
出
て
く
る
。 

絹
枝
「
お
と
う
ち
ゃ
ー
ん
、
電
話
」 

 

◯
佐
藤
家
・
廊
下 

文
太
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ら
帰
っ
て
く
る
。
文

太
、
居
間
に
声
を
か
け
る
。
居
間
と
廊
下
を

隔
て
る
扉
は
閉
ま
っ
て
い
る
。 

文
太
「
戻
っ
た
」 

千
代
子
「
は
ー
い
」 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室 

文
太
、
本
棚
か
ら
小
説
を
取
り
出
し
て
読
む
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

文
太
と
千
代
子
、
夕
食
を
食
べ
る
。
献
立
は

ハ
ン
バ
ー
グ
。 

文
太
、
ソ
ー
ス
に
手
を
伸
ば
す
。
千
代
子
、

ち
ら
っ
と
文
太
を
見
る
。 

文
太
、
ソ
ー
ス
に
伸
ば
し
た
手
を
引
っ
込
め

る
。 
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◯
佐
藤
家
・
廊
下
（
夜
） 

風
呂
上
が
り
の
文
太
、
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え

て
廊
下
を
歩
い
て
い
る
。
文
太
、
居
間
に
声

を
か
け
る
。
居
間
と
廊
下
を
隔
て
る
扉
は
閉

ま
っ
て
い
る
。 

文
太
「
お
や
す
み
」 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
の
上
で
目
が
覚
め
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

文
太
、
千
代
子
、
朝
食
を
食
べ
る
。 

千
代
子
「
今
日
も
暑
い
み
た
い
で
す
よ
」 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室 

文
太
、
本
棚
か
ら
小
説
を
取
り
出
し
て
読
む
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ 

文
太
と
、
そ
う
め
ん
を
食
べ
て
い
る
。
千
代

子
か
ら
夕
食
の
献
立
を
聞
か
れ
た
直
後
。 

文
太
「
魚
が
良
い
な
」 

 

◯
商
店
街 洋

服
屋
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
文
太
に

鈴
村
が
話
し
か
け
る
。 

鈴
村
「
よ
う
文
さ
ん
」 

 

◯
佐
藤
家
・
廊
下 

文
太
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ら
帰
っ
て
く
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室 

文
太
、
本
棚
か
ら
小
説
を
取
り
出
し
て
読
む
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

文
太
と
千
代
子
、
夕
食
を
食
べ
て
い
る
。 

文
太
、
醤
油
に
手
を
伸
ば
す
。
千
代
子
、
ち

ら
っ
と
文
太
を
見
る
。 

文
太
、
醤
油
に
伸
ば
し
た
手
を
引
っ
込
め
る
。 
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◯
佐
藤
家
・
廊
下
（
夜
） 

風
呂
上
が
り
の
文
太
、
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え

て
廊
下
を
歩
い
て
い
る
。
文
太
、
居
間
に
声

を
か
け
る
。
居
間
と
廊
下
を
隔
て
る
扉
は
閉

ま
っ
て
い
る
。 

文
太
「
お
や
す
み
」 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
の
上
で
目
が
覚
め
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

文
太
、
千
代
子
、
朝
食
を
食
べ
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ 

文
太
と
千
代
子
、
昼
食
の
そ
う
め
ん
を
食
べ

終
え
る
。 

文
太
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」 

千
代
子
「
は
い
」 

 

◯
商
店
街 洋

服
屋
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
文
太
に

鈴
村
が
話
し
か
け
る
。 

鈴
村
「
よ
う
文
さ
ん
」 

 

◯
佐
藤
家
・
廊
下 

文
太
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ら
帰
っ
て
く
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

千
代
子
、
夕
食
の
準
備
を
し
て
い
る
。 

文
太
、
日
本
酒
の
瓶
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置

く
。
文
太
は
毎
週
日
曜
と
木
曜
だ
け
晩
酌
を

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
千
代
子
、
そ
れ
に

気
づ
く
。 

千
代
子
「
今
日
も
飲
む
ん
で
す
か
？
」 

文
太
「…

…

今
日
は
木
曜
だ
」 

千
代
子
「
月
曜
で
す
け
ど
」 

千
代
子
、
文
太
に
ス
マ
ホ
を
見
せ
る
。
日
付

が
７
月
２
８
日
（
月
）
と
な
っ
て
い
る
。
文

太
、
事
態
を
飲
み
込
め
て
い
な
い
。 

千
代
子
「
忘
れ
た
ん
で
す
か
。
昨
日
飲
ん
だ
の
」 
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◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
の
上
で
目
が
覚
め
る
。
時
刻
は

７
時
。 

 
◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

文
太
、
リ
ビ
ン
グ
に
行
く
。
妻
の
千
代
子
が

朝
食
の
準
備
を
し
て
い
る
。
千
代
子
、
文
太

に
気
づ
く
と
テ
レ
ビ
を
消
そ
う
と
す
る
。 

文
太
「
あ
、
母
さ
ん
」 

千
代
子
、
テ
レ
ビ
を
消
す
の
を
止
め
る
。 

テ
レ
ビ
の
声
「
さ
あ
月
曜
日
で
す
。
今
週
も
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」 

文
太
「
月
曜
」 

 

◯
商
店
街 ジ

ョ
ギ
ン
グ
中
の
文
太
、
洋
服
屋
の
前
で
立

ち
止
ま
っ
て
い
る
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
は
「
臨

時
休
業
」
の
貼
り
紙
。 

鈴
村
が
文
太
に
話
し
か
け
る
。 

鈴
村
「
よ
う
文
さ
ん
」 

文
太
「
柴
田
さ
ん
の
と
こ
、
い
つ
か
ら
休
み
だ
？
」 

鈴
村
「
え
？ 

い
や
今
日
だ
け
だ
ろ
」 

絹
枝
が
店
の
中
か
ら
出
て
く
る
。 

絹
枝
「
お
と
う
ち
ゃ
ー
ん
、
電
話
」 

鈴
村
、
絹
枝
か
ら
ス
マ
ホ
を
受
け
取
る
。 

文
太
、
臨
時
休
業
の
張
り
紙
を
見
続
け
て
い

る
。 

鈴
村
、
ス
マ
ホ
で
電
話
し
て
い
る
。 

鈴
村
「
い
や
ぁ
無
理
だ
と
思
う
ぞ
？ 

文
さ
ん
」 

文
太
「
ん
？
」 

鈴
村
「
中
や
ん
が
今
日
飲
も
う
だ
っ
て
よ
」 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
店
内(

夜)
 

文
太
、
居
酒
屋
に
や
っ
て
く
る
。 

４
人
掛
け
の
席
に
石
井
裕
司
（
６
０
）
、
中

津
川
（
５
９
）
、
鈴
村
が
座
っ
て
い
る
。
石

井
は
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
。 

中
津
川
「
お
ー
、
文
さ
ん
！
」 

石
井
「
良
い
の
か
よ
。
今
日
、
月
曜
だ
ぜ
？
」 
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鈴
村
「
飲
む
の
は
日
、
木
だ
け
な
ん
だ
ろ
？
」 

中
津
川
「
ほ
ら
座
れ
よ
」 

店
員
、
ビ
ー
ル
を
４
つ
運
ん
で
く
る
。 

店
員
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
生
、
４
で
す
」 

中
津
川
「
頼
ん
ど
い
た
」 

鈴
村
「
ほ
ん
じ
ゃ
ま
あ
、
お
疲
れ
ー
」 

４
人
、
乾
杯
。
文
太
は
口
を
つ
け
ず
、
店
員

に
新
た
に
注
文
。 

文
太
「
す
い
ま
せ
ん
、
烏
龍
茶
ひ
と
つ
」 

中
津
川
「
お
い
お
い
文
さ
ん
」 

鈴
村
「
や
ー
、
ほ
ん
と
変
わ
っ
た
よ
な
ぁ
」 

石
井
「
な
」 

文
太
「
で
、
な
ん
だ
よ
、
大
事
な
話
っ
て
」 

鈴
村
「
そ
う
だ
よ
！ 

わ
ざ
わ
ざ
俺
た
ち
を
集
め
て
」 

石
井
「
あ
ぁ
。
俺
は
も
う
今
日
１
日
、
そ
れ
が
気
に

な
っ
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
」 

中
津
川
「
あ
、
そ
う
？ 

ふ
ふ
ふ
、
実
は―

―

」 

店
員
が
通
り
か
か
る
。 

鈴
村
「
あ
、
鶏
の
唐
揚
げ
一
つ
」 

石
井
「
あ
と
、
串
の
盛
り
合
わ
せ
も
」 

鈴
村
「
タ
レ
が
良
い
な
」 

石
井
「
タ
レ
２
？
」 

鈴
村
「
い
や
３
で
」 

石
井
「
タ
レ
３
、
塩
２
で
」 

鈴
村
「
あ
と
、
お
し
ん
こ
と
タ
コ
の
塩
辛
と
」 

石
井
「
お
い
釜
飯
ど
う
す
る
？
」 

鈴
村
「
釜
飯
か
ぁ
」 

文
太
「
お
い
。…

…

お
い
。
中
や
ん
が
ほ
ら
」 

中
津
川
、
不
貞
腐
れ
て
い
る
。 

鈴
村
「
中
や
ー
ん
、
冗
談
だ
よ
」 

石
井
「
（
店
員
に
）
と
り
あ
え
ず
以
上
で
」 

鈴
村
「
ほ
ら
、
報
告
が
あ
る
ん
だ
ろ
」 

中
津
川
「
も
う
良
い
よ
ー
」 

鈴
村
「
拗
ね
る
な
よ
」 

文
太
「
中
や
ん
、
言
え
よ
。
良
い
話
な
ん
だ
ろ
？
」 

中
津
川
「…

…

え
ー
実
は
」 

店
員
、
烏
龍
茶
を
持
っ
て
く
る
。 

店
員
「
烏
龍
茶
で
ー
す
」 

中
津
川
「
も
う
ー
！
」 

鈴
村
「
今
の
は
文
さ
ん
が
悪
い
な
ぁ
〜
」 
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文
太
「
い
や
こ
れ
は
俺
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
。
ほ

ら
、
中
や
ん
」 

中
津
川
「
え
ー
、
こ
の
度
、
私
、
中
津
川
哲
治
は…

…

再
婚
す
る
こ
と
に
相
成
り
ま
し
た
！
」 

鈴
村
「
お
い
お
い
ほ
ん
と
か
よ
ー
」 

石
井
「
思
い
切
っ
た
な
ぁ
、
中
や
ん
！
」 

中
津
川
「
ま
あ
な
ん
て
言
う
ん
だ
ろ
う
な
。
前
の
お

っ
か
ぁ
に
出
て
い
か
れ
て
早
５
年
。
激
し
さ
は
無

く
て
も
、
冬
の
海
の
よ
う
な
穏
や
か
な
幸
せ
を
手

に
入
れ
た
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
て
」 

石
井
「
か
ぁ
ー
」 

鈴
村
「
文
さ
ん
、
こ
り
ゃ
め
で
た
い
な
ぁ
！
」 

文
太
「
お
お
」 

石
井
「
相
手
は
幾
つ
だ
」 

中
津
川
「
ま
あ
ち
ょ
い
下
だ
な
」 

鈴
村
「
ち
ょ
い
っ
て
？
」 

中
津
川
「
３
１
」 

石
井
「
３
１
！
？
」 

鈴
村
「
３
１
っ
て
、
お
前
今
年
６
０
だ
ろ
」 

中
津
川
「
違
う
よ
、
５
９
」 

文
太
「
２
８
個
下
か
」 

鈴
村
「
ち
ょ
い
下
ど
こ
ろ
の
騒
ぎ
じ
ゃ
ね
え
ぞ
」 

石
井
「
ど
こ
が
冬
の
海
の
よ
う
な
穏
や
か
な
幸
せ
だ
」 

鈴
村
「
女
っ
て
の
は
３
０
代
が
一
番
エ
ロ
い
か
ら
な
」 

中
津
川
「
愛
美
ち
ゃ
ん
は
そ
ん
な
子
じ
ゃ
な
い
か
ら
」 

石
井
「
愛
美
っ
て
言
う
の
か
」 

鈴
村
「
も
う
エ
ロ
い
」 

文
太
「
し
か
し
、
驚
い
た
な
」 

中
津
川
「
へ
へ
へ
」 

鈴
村
「
よ
っ
し
、
乾
杯
だ
」 

文
太
、
烏
龍
茶
を
掲
げ
る
。 

中
津
川
「
文
さ
ー
ん
」 

鈴
村
「
今
日
は
も
う
良
い
ん
じ
ゃ
ね
え
の
？
」 

石
井
「
そ
う
そ
う
、
中
や
ん
の
た
め
に
も
よ
」 

文
太
「…

…

そ
う
だ
な
ぁ
！
」 

文
太
、
烏
龍
茶
を
置
い
て
ビ
ー
ル
ジ
ョ
ッ
キ

を
持
つ
。 

鈴
村
「
中
や
ん
、
お
め
で
と
う
！
」 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
外(

夜)
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時
刻
は
２
３
時
過
ぎ
。
文
太
、
居
酒
屋
の
外

で
泥
酔
し
て
い
る
。
鈴
村
と
石
井
が
そ
ば
に

い
て
、
中
津
川
は
既
に
い
な
い
。 

鈴
村
「
お
い
お
い
大
丈
夫
か
よ
」 

文
太
「
し
ま
っ
た
ぁ
、
飲
み
す
ぎ
た
ぁ
」 

石
井
「
こ
れ
は
明
日
に
響
く
ぞ
」 

鈴
村
と
石
井
、
文
太
に
肩
を
貸
し
て
歩
こ
う

と
す
る
が
、
文
太
、
そ
の
場
に
寝
っ
転
が
る
。 

鈴
村
「
あ
ー
あ
ー
」 

文
太
、
そ
の
ま
ま
意
識
を
失
う
。 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
の
上
で
目
が
覚
め
る
。
時
刻
は

７
時
。 

文
太
、
自
分
が
二
日
酔
い
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
に
気
づ
く
。 

文
太
「
な
ん
と
も
な
い…

…

」 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

文
太
、
リ
ビ
ン
グ
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
。

そ
ん
な
文
太
を
千
代
子
が
不
思
議
そ
う
に
見

て
い
る
。 

テ
レ
ビ
の
声
「
さ
あ
月
曜
日
で
す
。
今
週
も
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」 

 

◯
商
店
街 文

太
、
洋
服
屋
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
に
は
「
臨
時
休
業
」
の
貼
り
紙
。 

鈴
村
が
文
太
に
話
し
か
け
る
。 

鈴
村
「
よ
う
文
さ
ん
」 

文
太
「
柴
田
さ
ん
の
と
こ
、
昨
日
は
店
開
け
て
た
か
？
」 

鈴
村
「
え
？ 

あ
ー
、
や
っ
て
た
と
思
う
け
ど
な
ぁ
」 

絹
枝
が
店
の
中
か
ら
出
て
く
る
。 

絹
枝
「
お
と
う
ち
ゃ
ー
ん
、
電
話
」 

鈴
村
、
ス
マ
ホ
を
受
け
取
る
。 

文
太
、
臨
時
休
業
の
張
り
紙
を
見
続
け
て
い

る
。 

鈴
村
、
ス
マ
ホ
で
電
話
し
て
い
る
。 

鈴
村
「
い
や
ぁ
無
理
だ
と
思
う
ぞ
？ 

文
さ
ん
」 

文
太
「
中
や
ん
？
」 
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鈴
村
「
お
ぉ
、
そ
う
な
ん
だ
よ
！ 

な
ん
か
飲
み
た

い
ん
だ
と
」 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
店
内(

夜)
 

居
酒
屋
に
文
太
、
中
津
川
、
石
井
、
鈴
村
の

４
人
が
い
る
。 

中
津
川
「
え
ー
。
こ
の
度
、
私
、
中
津
川
哲
治
は…

…

再
婚
す
る
こ
と
に
相
成
り
ま
し
た
！
」 

鈴
村
「
お
い
お
い
ほ
ん
と
か
よ
ー
」 

石
井
「
思
い
切
っ
た
な
ぁ
、
中
や
ん
！
」 

中
津
川
「
ま
あ
な
ん
て
言
う
ん
だ
ろ
う
な
。
前
の
お

っ
か
ぁ
に
出
て
い
か
れ
て
早
５
年
。
激
し
さ
は
無

く
て
も
、
冬
の
海
の
よ
う
な
穏
や
か
な
幸
せ
を
手

に
入
れ
た
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
て
」 

石
井
「
か
ぁ
ー
」 

鈴
村
「
文
さ
ん
、
こ
り
ゃ
め
で
た
い
な
ぁ
！
」 

文
太
「
繰
り
返
し
て
る
」 

中
津
川
「
え
？
」 

文
太
「
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
」 

中
津
川
「
文
さ
ん
。
い
く
ら
俺
が
バ
ツ
２
だ
か
ら
っ

て
、
繰
り
返
し
て
る
っ
て
言
い
方
は
な
い
だ
ろ
」 

文
太
「
あ
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
」 

石
井
「
い
や
。
俺
は
文
さ
ん
の
言
い
た
い
こ
と
も
分

か
る
ぞ
」 

文
太
「
ん
？
」 

石
井
「
中
や
ん
、
お
前
は
少
し
軽
率
な
と
こ
ろ
が
あ

る
。
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
だ
け

だ
と
、
文
さ
ん
は
そ
う
言
い
て
え
ん
だ
よ
」 

鈴
村
「
お
い
中
や
ん
、
そ
の
辺
ど
う
な
ん
だ
！
」 

文
太
「
違
う
違
う
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
ん
だ
よ
。
俺
、
知
っ
て
ん
だ
よ
、
こ
の
や
り
取

り
。
中
や
ん
が
再
婚
の
報
告
を
す
る
っ
て
い
う
話
、

昨
日
聞
い
た
気
が
す
る
ん
だ
」 

石
井
「
ど
う
い
う
こ
と
だ
よ
」 

文
太
「
だ
か
ら
、
昨
日
確
か
に
経
験
し
た
は
ず
な
の

に
、
同
じ
こ
と
が
起
き
て
い
る
ん
だ
よ
。
昨
日
を

繰
り
返
し
て
る
ん
だ
」 

鈴
村
「…

…

タ
イ
ム
ル
ー
プ
か
」 

石
井
「
タ
イ
ム
ル
ー
プ
」 

中
津
川
「
な
に
そ
れ
？
」 
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鈴
村
「
今
、
文
さ
ん
が
言
っ
た
や
つ
だ
よ
。
１
日
が

終
わ
っ
て
も
ま
た
そ
の
日
の
朝
に
戻
る
。
そ
れ
を

タ
イ
ム
ル
ー
プ
っ
て
い
う
ん
だ
」 

文
太
「
そ
れ
だ
よ
。
俺
は
今
、
タ
イ
ム
ル
ー
プ
し
て

る
ん
だ
」 

中
津
川
「
へ
ー
、
な
ん
だ
か
分
か
ん
ね
え
け
ど
、
す

げ
え
な
文
さ
ん
」 

石
井
「
そ
れ
は
最
近
流
行
っ
て
ん
の
か
？
」 

鈴
村
「
い
や
流
行
っ
て
る
と
か
じ
ゃ
な
く
て
だ
な
、

ま
ぁ
要
す
る
に
、
文
さ
ん
の
気
の
せ
い
だ
」 

文
太
「
え
？
」 

石
井
「
な
ん
だ
気
の
せ
い
か
よ
」 

文
太
「
い
や
気
の
せ
い
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
よ
。
確
か
に

俺
は
一
日
を
繰
り
返
し
て
ん
だ
よ
。
体
調
だ
っ
て

な
、
昨
日
し
こ
た
ま
飲
ん
だ
は
ず
な
の
に
朝
起
き

た
ら
全
く
二
日
酔
い
に
な
っ
て
な
い
。
ど
う
だ
？
」 

石
井
「
ど
う
だ
っ
て
、
良
い
こ
と
じ
ゃ
ね
え
か
」 

文
太
「
え
？
」 

石
井
「
ど
れ
だ
け
飲
ん
で
も
次
の
日
に
響
か
な
い
ん

だ
ろ
？ 

最
高
だ
」 

鈴
村
「
確
か
に
な
。
こ
っ
て
り
し
た
も
ん
も
食
べ
放

題
だ
」 店

員
、
串
の
盛
り
合
わ
せ
を
持
っ
て
く
る
。 

店
員
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
、
串
の
盛
り
合
わ
せ
で

す
」 

文
太
、
串
の
盛
り
合
わ
せ
を
見
て
い
る
。 

文
太
「
そ
う
、
か
」 

文
太
、
串
に
刺
さ
っ
た
肉
に
か
ぶ
り
つ
く
。 

文
太
「
は
は
は
、
そ
う
か
！
」 

文
太
、
ビ
ー
ル
を
一
気
に
飲
み
干
す
。 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
の
上
で
目
が
覚
め
る
。
時
刻
は

７
時
。 

文
太
、
自
分
の
体
調
が
す
こ
ぶ
る
快
調
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
く
。 

文
太
「
は
は
は
は
は
！
」 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

千
代
子
、
朝
食
の
用
意
が
終
わ
る
。
文
太
が
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起
き
て
こ
な
い
こ
と
を
不
思
議
に
思
い
、
和

室
の
扉
を
開
け
る
。 

千
代
子
「
お
父
さ
ん
。
そ
ろ
そ
ろ
」 

文
太
、
い
な
い
。 

 
◯
公
園 

文
太
、
公
園
の
健
康
器
具
に
座
り
コ
ン
ビ
ニ

で
買
っ
た
ビ
ー
ル
缶
を
飲
ん
で
い
る
。 

酒
の
配
達
途
中
の
石
井
が
車
で
通
り
か
か
る
。

公
園
の
中
に
文
太
が
い
る
の
を
見
つ
け
る
。 

石
井
「
文
さ
ん
？
」 

 

◯
ラ
ー
メ
ン
屋 

文
太
、
ラ
ー
メ
ン
屋
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
で
ス

ー
プ
を
飲
み
干
す
。 

文
太
「
う
め
え
！
」 

隣
に
石
井
の
息
子
、
石
井
弘
治
（
２
１
）
が

い
る
。
高
身
長
で
筋
肉
質
で
色
黒
。
髪
は
短

め
の
黒
髪
。
二
人
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
ビ
ー
ル

瓶
が
あ
る
。 

弘
治
「
大
丈
夫
な
ん
で
す
か
」 

文
太
「
お
う
」 

文
太
、
ビ
ー
ル
瓶
の
ビ
ー
ル
を
弘
治
の
コ
ッ

プ
に
注
ぐ
。
ち
ょ
う
ど
ビ
ー
ル
瓶
の
中
が
な

く
な
る
。 

文
太
「
大
将
、
俺
と
こ
い
つ
に
一
本
ず
つ
」 

弘
治
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
す
！
」 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
店
内(

夜) 

文
太
、
居
酒
屋
に
入
っ
て
く
る
。 

文
太
「
飲
む
ぞ
ー
！
」 

中
津
川
「
文
さ
ん
！
」 

鈴
村
「
お
い
お
い
、
な
ん
で
来
て
ん
だ
よ
」 

石
井
「
な
ん
だ
お
前
、
呼
ば
な
か
っ
た
の
か
」 

鈴
村
「
ど
う
せ
来
ね
え
と
思
っ
た
か
ら
」 

文
太
「
中
や
ん
、
再
婚
お
め
で
と
う
！
」 

石
井
「
再
婚
！
？
」 

中
津
川
「
ち
ょ
っ
と
、
な
ん
で
知
っ
て
ん
の
？
」 

文
太
「
す
い
ま
せ
ん
。
生
ひ
と
つ
！
」 

鈴
村
「
お
い
お
い
文
さ
ん
飲
む
の
か
？
」 
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石
井
「
あ
、
や
っ
ぱ
公
園
い
た
の
文
さ
ん
だ
よ
な
？ 

真
昼
間
か
ら
缶
ビ
ー
ル
片
手
に
」 

鈴
村
「
な
ん
だ
よ
、
昼
か
ら
飲
ん
で
た
の
か
！
」 

中
津
川
「
あ
の
。
文
さ
ん
の
話
も
良
い
ん
だ
け
ど
」 

石
井
「
そ
う
だ
。
中
や
ん
の
話
だ
」 

鈴
村
「
お
前
、
再
婚
す
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
ん

だ
よ
」 

中
津
川
「
ま
あ
な
ん
て
言
う
ん
だ
ろ
う
な
。
前
の
お

っ
か
ぁ
に
出
て
い
か
れ
て
早
５
年
。
激
し
さ
は
無

く
て
も
」 

文
太
、
タ
バ
コ
を
吸
い
始
め
る
。  

石
井
「
お
い
お
い
文
さ
ん
！
」 

鈴
村
「
タ
バ
コ
て
」 

文
太
「
ぷ
は
ー
」 

中
津
川
「
あ
の
ー
。
俺
の
話
」 

石
井
「
あ
ぁ
そ
う
だ
な
」 

鈴
村
「
そ
う
だ
っ
た
」 

石
井
「…

…

い
や
、
中
や
ん
の
話
も
気
に
な
る
が
文

さ
ん
の
こ
の
変
わ
り
よ
う
も
見
過
ご
せ
な
い
ぞ
！
」 

鈴
村
「
あ
ぁ
、
こ
れ
は
こ
れ
で
気
に
な
る
！
」 

石
井
「
む
し
ろ
こ
っ
ち
の
方
が
気
に
な
る
！
」 

中
津
川
「
お
い
お
い
お
い
。
俺
、
再
婚
す
る
ん
だ
よ
？
」 

石
井
「
ゆ
う
て
バ
ツ
２
だ
か
ら
な
」 

鈴
村
「
そ
こ
ま
で
目
新
し
さ
は
な
い
」 

文
太
「
そ
う
で
も
ね
え
ぞ
。
な
に
せ
相
手
は
３
１
だ
」 

石
井
「
は
ぁ
？
」 

鈴
村
「
３
１
！
？
」 

石
井
「
そ
れ
は
話
が
変
わ
っ
て
く
る
ぞ
」 

中
津
川
「
本
当
な
ん
で
知
っ
て
ん
だ
よ
」 

石
井
「
本
当
に
３
１
な
の
か
？
」 

中
津
川
「
ふ
ふ
ふ
」 

文
太
「
名
前
は
愛
美
ち
ゃ
ん
」 

石
井
「
愛
美
ち
ゃ
ん
！
」 

鈴
村
「
も
う
エ
ロ
い
」 

文
太
「
金
髪
で
童
顔
。
全
然
２
０
代
で
も
通
用
す
る
」 

石
井
「
へ
ー
」 

鈴
村
「
文
さ
ん
、
写
真
は
な
い
の
か
？
」 

中
津
川
「
俺
に
聞
い
て
よ
！ 

写
真
あ
る
か
ら
」 

店
員
、
ビ
ー
ル
を
持
っ
て
く
る
。  

店
員
「
生
中
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
」 



 

 

 

 

 

19 

文
太
「
中
や
ん
お
め
で
と
う
！
」 

石
井
・
中
津
川
「
お
め
で
と
う
〜
」 

中
津
川
「
あ
、
あ
り
が
と
う
〜
！
」 

４
人
、
乾
杯
。
文
太
、
一
気
飲
み
。 

文
太
「
う
め
え
！
」 

石
井
「
豪
気
だ
ね
ぇ
！
」 

中
津
川
、
ス
マ
ホ
の
待
ち
受
け
を
見
せ
る
。 

中
津
川
「
ほ
ら
！ 

こ
れ
が
愛
美
ち
ゃ
ん
」 

文
太
「
す
い
ま
せ
ー
ん
。
八
海
山
を
２
合
」 

鈴
村
「
も
う
日
本
酒
い
く
の
か
！
」 

石
井
「
こ
れ
は
全
盛
期
の
文
さ
ん
復
活
だ
！
」 

中
津
川
「
聞
け
よ
！
」 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

２
時
間
後
。
文
太
、
泥
酔
し
て
い
る
。 

文
太
「
俺
は
よ
。
こ
の
辺
り
じ
ゃ
負
け
知
ら
ず
だ
っ

た
ん
だ
」 

鈴
村
「
知
っ
て
る
知
っ
て
る
」 

文
太
「
で
も
よ
ぉ
。
最
近
じ
ゃ
、
人
生
が
つ
ま
ん
ね

え
ん
だ
よ
。
毎
日
が
た
だ
の
繰
り
返
し
で
刺
激
が

ね
え
ん
だ
」 

鈴
村
「
聞
い
た
聞
い
た
」 

文
太
「
け
ど
な
。
今
は
違
う
。
な
ぜ
な
ら
繰
り
返
し

て
い
る
か
ら
」 

石
井
「
確
か
に
さ
っ
き
か
ら
同
じ
話
を
繰
り
返
し
て

る
」 

文
太
「
ち
げ
え
よ
。
７
月
２
８
日
を
繰
り
返
し
て
ん

の
。
タ
イ
ム
ル
ー
プ
だ
よ
！
」 

石
井
「
そ
っ
か
ぁ
。
文
さ
ん
、
タ
イ
ム
ル
ー
プ
し
て

ん
の
か
ぁ
」 

文
太
「
お
う
よ
。
で
も
よ
、
な
ん
で
俺
は
タ
イ
ム
ル

ー
プ
し
て
ん
だ
？
」 

鈴
村
「
そ
れ
は
ア
レ
だ
ろ
。
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る

ん
だ
よ
」 

文
太
「
や
る
べ
き
こ
と
？
」 

鈴
村
「
そ
う
！ 

な
に
か
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
か

ら
時
間
を
繰
り
返
す
。
タ
イ
ム
ル
ー
プ
っ
て
の
は

そ
う
い
う
も
ん
だ
」 

テ
ー
ブ
ル
上
の
中
津
川
の
ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ー

ム
が
鳴
っ
て
い
る 

文
太
「
う
る
せ
え
な
ぁ
！
」 
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中
津
川
、
ト
イ
レ
か
ら
戻
っ
て
き
て
ア
ラ
ー

ム
を
停
止
さ
せ
る
。 

中
津
川
「
あ
ー
、
も
う
こ
ん
な
時
間
だ
」 

文
太
「
俺
は
、
ス
マ
ホ
っ
て
や
つ
が
大
っ
嫌
い
な
ん

だ
」 

石
井
「
知
っ
て
る
知
っ
て
る
」 

中
津
川
「
じ
ゃ
あ
俺
は
こ
の
辺
で
」 

石
井
「
お
い
お
い
も
う
い
く
の
か
よ
」 

鈴
村
「
愛
美
ち
ゃ
ん
の
話
、
ま
だ
全
然
聞
い
て
な
い

ぞ
」 

中
津
川
「
お
前
ら
が
聞
こ
う
と
し
な
か
っ
た
ん
だ
ろ

ー
。
ま
た
話
し
て
や
る
よ
」 

文
太
「
ど
こ
い
く
ん
だ
よ
、
中
や
ん
」 

中
津
川
「
ふ
ふ
ふ
、
今
か
ら
愛
美
ち
ゃ
ん
と
会
う
の
。

じ
ゃ
」 中

津
川
、
店
を
立
ち
去
る
。 

石
井
「
い
や
ぁ
浮
か
れ
て
る
な
」 

文
太
「…

…

付
け
る
か
」 

石
井
「
え
？
」 

文
太
「
愛
美
ち
ゃ
ん
の
顔
、
ひ
と
目
見
て
や
ろ
う
。

そ
れ
く
ら
い
し
た
っ
て
良
い
だ
ろ
」 

石
井
「
い
や
い
や
文
さ
ん
」 

鈴
村
「
そ
れ
は
野
暮
っ
て
も
ん
だ
ぜ
」 

石
井
「
あ
ぁ
、
野
暮
っ
て
も
ん
だ
」 

鈴
村
「
野
暮
っ
て
も
ん
だ
が
」 

 

◯
花
屋(

夜)
 

石
井
、
鈴
村
、
花
屋
を
物
陰
か
ら
見
て
い
る
。

文
太
、
公
衆
ト
イ
レ
か
ら
用
を
足
し
て
戻
っ

て
く
る
。 

文
太
「
な
ん
だ
、
ま
だ
出
て
こ
な
い
の
か
」 

石
井
「
も
う
３
０
分
く
ら
い
経
つ
よ
な
」 

鈴
村
「
あ
、
来
た
来
た
」 

中
津
川
、
花
屋
か
ら
薔
薇
の
花
束
を
持
っ
て

出
て
く
る
。 

文
太
た
ち
、
そ
の
後
を
追
う
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
店
前
（
夜
） 

文
太
た
ち
、
雑
居
ビ
ル
の
５
階
に
あ
る
ク
ラ

ブ
「
ミ
ラ
ク
ル
」
の
店
前
に
い
る
。 
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石
井
「
お
い
お
い
お
得
意
さ
ん
だ
よ
、
こ
こ
」 

文
太
、
中
に
入
っ
て
い
く
。 

従
業
員
の
西
条
、
文
太
た
ち
を
出
迎
え
る
。 

西
条
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」 

文
太
「
３
人
で
」 

西
条
「
ご
案
内
し
ま
す
」 

文
太
、
席
へ
案
内
さ
れ
て
い
る
途
中
に
中
津

川
を
発
見
。
文
太
た
ち
か
ら
離
れ
た
席
に
座

っ
て
い
る
。
中
津
川
の
元
へ
吉
田
愛
美
（
３

１
）
が
や
っ
て
く
る
。 

中
津
川
「
愛
美
ち
ゃ
ー
ん
」 

石
井
「
お
い
お
い
中
や
ん
の
相
手
っ
て
ホ
ス
テ
ス
か

よ
」 

西
条
「
ご
ゆ
っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」 

西
条
、
立
ち
去
っ
て
い
く
。 

ホ
ス
テ
ス
の
高
子
（
２
９
）
、
文
太
た
ち
の

席
に
や
っ
て
く
る
。
ふ
く
よ
か
な
体
型
。 

高
子
「
高
子
で
ー
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
ー
す
」 

高
子
、
文
太
と
石
井
の
間
に
む
り
や
り
座
ろ

う
と
し
て
文
太
た
ち
の
視
界
を
遮
る
。 

石
井
「
ち
ょ
！
」 

高
子
「
よ
い
し
ょ
ー
。
な
に
飲
み
ま
す
ー
？ 

高
子
、

シ
ャ
ン
パ
ン
飲
み
た
ー
い
」 

中

津

川

「

結

婚

で
き

な

い

っ

て

ど
う

い

う
こ

と

だ

よ
！
」 

鈴
村
「
な
ん
て
？
」 

高
子
「
だ
か
ら
、
高
子
、
シ
ャ
ン
パ
ン
飲
み
た
ー
い
」 

石
井
「
ご
め
ん
。
ち
ょ
っ
と
静
か
に
し
て
」 

中
津
川
「
愛
美
ち
ゃ
ん
言
っ
て
た
じ
ゃ
ん
。
借
金
返

し
た
ら
俺
と
結
婚
で
き
る
っ
て
！ 

だ
か
ら
俺
、

な
ん
と
か
金
集
め
て
き
た
ん
だ
よ
！
」 

愛
美
、
中
津
川
の
席
か
ら
立
ち
去
る
。 

中
津
川
「
ち
ょ
、
愛
美
ち
ゃ
ん
！
」 

中
津
川
、
愛
美
の
後
を
追
い
か
け
る
。
店
の

店
長
、
兵
藤
勝
（
３
２
）
、
中
津
川
の
前
に

立
ち
塞
が
る
。 

兵
藤
「
お
客
様
。
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い
」 

中
津
川
「
愛
美
ち
ゃ
ん
と
話
を
さ
せ
て
く
れ
」 

兵
藤
「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」 

中
津
川
「
愛
美
ち
ゃ
ん
！
」 
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中
津
川
、
兵
藤
を
押
し
の
け
て
愛
美
の
元
へ

向
か
お
う
と
す
る
。 

兵
藤
、
中
津
川
を
突
き
飛
ば
す
。 

鈴
村
「
中
や
ん
！
」 

文
太
た
ち
、
中
津
川
の
元
へ
駆
け
寄
る
。 

中
津
川
「
み
ん
な
！ 

な
ん
で
？
」 

文
太
、
兵
藤
の
前
に
立
つ
。 

兵
藤
「
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い
」 

文
太
「
お
い
。
会
わ
せ
て
や
る
く
ら
い
良
い
だ
ろ
」 

兵
藤
「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
」 

文
太
「…

…

」 

鈴
村
「
ま
ず
い
、
目
が
据
わ
っ
て
る
」 

文
太
「
ど
け
」 

兵
藤
「
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い
」 

文
太
「
ど
け
っ
て
」 

兵
藤
「
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い
」 

文
太
、
兵
藤
に
殴
り
か
か
る
。 

兵
藤
、
そ
の
拳
を
易
々
と
受
け
止
め
る
。 

文
太
「
あ
れ
」 

兵
藤
、
文
太
を
殴
り
返
す
。 

  

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
の
上
で
目
覚
め
る
。 

文
太
「
い
た…

…

く
な
い
」 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
店
内(

夜) 

中
津
川
が
再
婚
の
報
告
を
し
て
い
る
。 

中
津
川
「
ま
あ
な
ん
て
言
う
ん
だ
ろ
う
な
。
前
の
お

っ
か
ぁ
に
出
て
い
か
れ
て
早
５
年
。
激
し
さ
は
無

く
て
も
、
冬
の
海
の
よ
う
な
穏
や
か
な
幸
せ
を
手

に
入
れ
た
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
て
」 

石
井
「
か
ぁ
ー
」 

鈴
村
「
文
さ
ん
、
こ
り
ゃ
め
で
た
い
な
ぁ
！
」 

文
太
「
中
や
ん
。
お
前
そ
の
、
相
手
は
大
丈
夫
な
の

か
？
」 

中
津
川
「
な
、
な
ん
だ
よ
急
に
」 

文
太
「
相
手
、
ホ
ス
テ
ス
な
ん
だ
ろ
？
」 

石
井
「
え
！
」 

鈴
村
「
お
い
お
い
中
や
ん
、
そ
う
な
の
か
よ
」 

石
井
「
お
前
、
ホ
ス
テ
ス
と
婚
約
し
よ
う
と
し
て
ん
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の
か
！
」 

中
津
川
「
な
ん
だ
よ
、
ホ
ス
テ
ス
の
何
が
ダ
メ
な
ん

だ
よ
」 

石
井
「
別
に
ホ
ス
テ
ス
が
ダ
メ
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い

ん
だ
が
」 

文
太
「
借
金
の
肩
代
わ
り
と
か
し
て
な
い
よ
な
？
」 

中
津
川
「
ま
、
ま
さ
か
ぁ
！ 

そ
ん
な
こ
と
し
な
い

よ
」 

石
井
「
お
ぉ
良
か
っ
た
」 

鈴
村
「
あ
ぁ
、
最
悪
の
事
態
に
は
な
っ
て
な
い
」 

中
津
川
「
最
悪
の
事
態
な
の
か
？
」 

石
井
「…

…

こ
れ
、
肩
代
わ
り
し
て
ん
な
ぁ
！
」 

中
津
川
「
し
て
な
い
！
」 

鈴
村
「
し
て
る
ぞ
！ 

こ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
は
間
違

い
な
く
し
て
る
！
」 

中
津
川
「
し
て
な
い
っ
て
！
」 

文
太
「
中
や
ん
。
い
く
ら
だ
」 

中
津
川
「
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
行
か
な
い
と
」 

文
太
「
ま
だ
ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
て
な
い
」 

中
津
川
「
な
ん
で
知
っ
て
ん
だ
よ
」 

文
太
「
中
や
ん
、
い
く
ら
だ
？
」 

中
津
川
「…

…

５
０
０
万
」 

石
井
「
ご…

…

」 

鈴
村
「
払
っ
た
の
か
？
」 

中
津
川
「…

…

払
っ
た
よ
！ 

今
日
の
１
６
時
３
０

分
、
現
金
で
払
っ
て
や
っ
た
よ
！
」 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
店
の
外(

夜) 

中
津
川
、
ミ
ラ
ク
ル
へ
向
か
お
う
と
す
る
。

そ
れ
を
文
太
た
ち
が
引
き
留
め
て
い
る
。 

文
太
「
待
て
っ
て
、
中
や
ん
」 

中
津
川
「
愛
美
ち
ゃ
ん
を
待
た
せ
て
る
ん
だ
よ
」 

文
太
「
お
前
は
騙
さ
れ
て
る
ん
だ
よ
」 

中
津
川
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
！
」 

文
太
「
冷
静
に
な
れ
っ
て
。
ど
う
考
え
て
も
お
か
し

い
だ
ろ
。
若
い
女
が
、
俺
た
ち
み
た
い
な
ジ
ジ
イ

と
結
婚
す
る
な
ん
て
」 

中
津
川
「…

…

」 

文
太
「
一
人
で
寂
し
い
の
か
？ 

俺
た
ち
が
い
る
だ

ろ
。…

…

な
？
」 
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中
津
川
「
い
な
い
じ
ゃ
ん
」 

文
太
「
え
？
」 

中
津
川
「
い
な
い
じ
ゃ
ん
！ 

俺
か
ら
飲
み
行
こ
う

っ
て
誘
っ
て
も
、
文
さ
ん
全
然
会
っ
て
く
れ
な
い

じ
ゃ
ん
！
」 

文
太
「
酒
は
や
め
た
ん
だ
」 

中
津
川
「
酒
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
！ 

ハ
イ
キ
ン
グ
行

こ
と
か
、
キ
ャ
ン
プ
し
よ
う
と
か
言
っ
て
も
、
忙

し
い
と
か
、
も
う
若
く
な
い
と
か
言
っ
て
！ 

鈴

村
と
石
井
だ
っ
て
そ
う
だ
よ
。
家
族
の
用
事
が
あ

る
と
か
、
町
内
会
の
イ
ベ
ン
ト
が
ど
う
と
か
、
そ

ん
な
ん
で
、
そ
ん
な
ん
で
よ
く
俺
た
ち
が
い
る
と

か
言
え
る
よ
な
ぁ
！
」 

中
津
川
、
立
ち
去
っ
て
い
く
。 

文
太
「…

…

」 

鈴
村
「
ま
ぁ
で
も
、
騙
さ
れ
た
っ
て
決
ま
っ
た
わ
け

じ
ゃ
な
い
か
ら
な
ぁ
」 

石
井
「
あ
ぁ
」 

鈴
村
「
そ
れ
に
万
が
一
、
騙
さ
れ
た
と
し
て
も
そ
れ

が
中
や
ん
に
と
っ
て
幸
せ
っ
て
い
う
パ
タ
ー
ン
も

あ
る
わ
け
だ
し
」 

文
太
「
な
い
だ
ろ
！
」 

鈴
村
「
無
い
か
」 

石
井
「
で
も
よ
、
も
う
金
を
払
っ
ち
ま
っ
た
ん
だ
ろ
」 

鈴
村
「
し
か
も
相
手
は
ホ
ス
テ
ス
っ
て
こ
と
は
多
分
、

や
や
こ
し
い
ぞ
」 

石
井
「
せ
め
て
払
う
前
に
止
め
ら
れ
て
た
ら
な
」 

文
太
「…

…

俺
が
す
べ
き
こ
と
っ
て
」 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
の
上
で
目
を
覚
ま
す
。 

 

◯
家
電
量
販
店
・
店
内 

文
太
、
ス
マ
ホ
を
購
入
し
た
直
後
。
店
員
が

ス
マ
ホ
を
持
っ
て
く
る
の
を
、
受
け
取
り
カ

ウ
ン
タ
ー
前
の
椅
子
に
座
っ
て
待
っ
て
い
る
。 

鈴
村
「
つ
い
に
文
さ
ん
も
か
ぁ
」 

鈴
村
、
文
太
の
隣
に
座
っ
て
い
る
。 

店
員
、
文
太
が
購
入
し
た
ス
マ
ホ
を
持
っ
て

く
る
。 
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店
員
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
お
間
違
え

な
い
で
し
ょ
う
か
」 

文
太
「
は
い
」 

店
員
「
で
は
、
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。
あ
、
よ
ろ
し

け
れ
ば
こ
ち
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
記
入
し
て
お
待

ち
く
だ
さ
い
」 

店
員
、
机
の
上
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
置
く
。 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

店
員
「
お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

文
太
、
鈴
村
、
店
か
ら
出
て
い
く
。
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
文
太
が
書
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
。
『
ス

マ
ホ
を
持
つ
の
は
何
台
目
で
す
か
？
』
の
項

目
の
『
初
め
て
』
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
店
の
前 

１
４
時
３
０
分
。
文
太
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

ミ
ラ
ク
ル
が
入
っ
て
い
る
雑
居
ビ
ル
の
５
階

ま
で
や
っ
て
く
る
。 

扉
に
は
「c

lo
s
e

」
の
札
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。 

扉
が
開
き
、
中
か
ら
ミ
ラ
ク
ル
従
業
員
の
北

山
と
東
野
が
出
て
く
る
。
北
山
は
肩
に
か
か

る
く
ら
い
の
長
さ
の
緑
色
の
髪
。 

二
人
は
、
ホ
ス
テ
ス
の
高
子
に
豚
丼
を
買
い

に
行
け
と
言
わ
れ
た
直
後
。
北
山
と
東
野
は

不
満
げ
。 

北
山
「
何
が
豚
丼
だ
」 

東
野
「
共
食
い
で
す
よ
、
共
食
い
」 

二
人
、
文
太
が
立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。 

北
山
「
な
に
？ 

ま
だ
オ
ー
プ
ン
前
な
ん
だ
け
ど
」 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ビ
ル
前 

文
太
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
１
階
ま
で
降
り
た

後
。 

文
太
、
ミ
ラ
ク
ル
の
ビ
ル
の
裏
手
に
非
常
階

段
が
あ
る
の
を
見
つ
け
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
非
常
階
段 

文
太
、
５
階
ま
で
非
常
階
段
を
登
る
。
息
を

切
ら
し
な
が
ら
な
ん
と
か
登
り
切
る
。
文
太
、

ミ
ラ
ク
ル
の
裏
口
か
ら
入
ろ
う
と
す
る
。
が
、
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裏
口
の
鍵
は
閉
ま
っ
て
い
る
。 

文
太
「
く
そ
」 

文
太
、
ミ
ラ
ク
ル
の
ビ
ル
の
前
に
石
井
酒
店

の
車
が
停
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
配

達
で
ミ
ラ
ク
ル
に
や
っ
て
き
た
石
井
が
、
車

か
ら
出
て
く
る
。 

文
太
「
石
井
！
」 

文
太
、
急
い
で
非
常
階
段
を
く
だ
ろ
う
と
す

る
。 

文
太
「
う
っ
！
」 

文
太
、
急
に
動
い
た
せ
い
で
腰
を
痛
め
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ビ
ル
前 

石
井
、
配
達
を
終
え
、
車
に
乗
っ
て
去
っ
て

い
く
。 

そ
の
直
後
、
文
太
が
手
す
り
に
も
た
れ
な
が

ら
な
ん
と
か
１
階
ま
で
降
り
て
く
る
。 

 

◯
カ
フ
ェ
・
店
内 

文
太
、
ミ
ラ
ク
ル
の
向
か
い
に
あ
る
カ
フ
ェ

で
ミ
ラ
ク
ル
を
見
て
い
る
。 

ミ
ラ
ク
ル
の
あ
る
ビ
ル
の
裏
口
か
ら
ス
タ
ッ

フ
の
西
条
が
出
て
き
て
、
１
階
へ
と
降
り
て

い
く
。 

文
太
、
腕
時
計
を
見
る
。
１
５
時
３
１
分
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ビ
ル
前 

西
条
、
１
階
ま
で
降
り
て
き
て
タ
バ
コ
を
吸

い
な
が
ら
ど
こ
か
へ
い
く
。 

文
太
、
西
条
を
や
り
過
ご
し
、
再
び
非
常
階

段
を
登
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
非
常
階
段 

文
太
、
足
を
引
き
ず
り
、
腰
に
手
を
当
て
な

が
ら
再
び
非
常
階
段
で
５
階
へ
。 

文
太
「
は
あ
は
あ
は
あ
」 

文
太
、
裏
口
の
扉
を
開
き
、
中
の
様
子
を
伺

う
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
店
内 

 



 

 

 

 

 

27 

狭
い
廊
下
が
伸
び
、
廊
下
に
面
し
て
ホ
ス
テ

ス
の
待
機
室
が
あ
る
。
廊
下
の
先
が
ラ
ウ
ン

ジ
に
な
っ
て
い
る
。 

イ
ヤ
リ
ン
グ
を
つ
け
て
い
る
途
中
の
高
子
が

待
機
室
か
ら
出
て
き
て
、
ラ
ウ
ン
ジ
へ
と
向

か
う
。 

文
太
、
そ
の
後
を
追
い
な
が
ら
中
へ
入
っ
て

い
く
。 

高
子
「
ね
え
愛
美
〜
。
私
の
化
粧
水
、
知
ら
な
い
？
」 

愛
美
「
知
ら
な
い
よ
」 

ラ
ウ
ン
ジ
に
は
愛
美
と
兵
藤
が
座
っ
て
い
る
。

愛
美
、
兵
藤
の
腕
に
自
分
の
腕
を
絡
ま
せ
、

ス
マ
ホ
画
面
を
見
せ
て
い
る
。 

愛
美
「
じ
ゃ
あ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
？ 

こ
こ
、
超
綺

麗
じ
ゃ
な
い
？
」 

高
子
「
あ
ー
、
ど
っ
か
に
い
い
男
い
ね
え
か
な
」 

高
子
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
席
に
座
る
。 

文
太
、
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
、
陰
か
ら
兵
藤

と
愛
美
の
様
子
を
撮
影
し
よ
う
と
す
る
の
だ

が
、
操
作
方
法
が
分
か
ら
な
い
。 

文
太
「
え
っ
と
」 

文
太
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
説
明
書
を
取
り

出
し
て
読
む
。
だ
が
老
眼
の
た
め
細
か
い
文

字
が
読
め
な
い
。 

兵
藤
「
そ
う
だ
、
電
話
し
ね
え
と
。
な
ん
で
俺
の
機

種
だ
け
、
電
波
入
ら
ね
え
ん
だ
よ
」 

兵
藤
、
立
ち
上
が
り
、
正
面
口
へ
。 

愛
美
「
あ
ん
た
も
準
備
し
な
さ
い
よ
」 

愛
美
、
立
ち
上
が
っ
て
待
機
室
へ
向
か
う
。

廊
下
に
い
る
文
太
を
見
つ
け
る
。 

愛
美
「
誰
！
？
」 

文
太
「
あ
」 

文
太
、
非
常
口
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
。
気

づ
く
と
西
条
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
頬
を
抑
え
な
が
ら
布
団
か
ら
起
き
上

が
る
。 

文
太
「
く
そ
っ
！
」 
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◯
家
電
量
販
店
・
店
内 

文
太
、
一
人
で
ス
マ
ホ
を
購
入
し
て
店
を
出

た
後
。 

店
員
「
お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

文
太
、
鈴
村
、
店
か
ら
出
て
い
く
。
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
文
太
が
書
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
。
『
ス

マ
ホ
を
持
つ
の
は
何
台
目
で
す
か
？
』
の
項

目
の
『
２
台
目
』
に
チ
ェ
ッ
ク
が
さ
れ
て
い

る
。 

 

◯
カ
フ
ェ
・
店
内 

ミ
ラ
ク
ル
の
近
く
に
あ
る
カ
フ
ェ
。
文
太
、

「
初
め
て
の
ス
マ
ホ
」
と
い
う
本
を
読
ん
で

い
る
。 

ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
。 

文
太
「
え
っ
と
」 

文
太
、
「
停
止
」
を
タ
ッ
プ
す
る
。
時
刻
は

１
５
時
２
０
分
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
非
常
階
段 

文
太
、
５
階
ま
で
非
常
階
段
を
登
る
。
前
回

よ
り
も
辛
そ
う
じ
ゃ
な
い
。 

文
太
、
上
着
を
捲
り
、
腰
に
貼
っ
た
湿
布
の

粘
着
力
が
弱
ま
っ
て
い
な
い
か
確
認
。 

文
太
、
腕
時
計
を
確
認
。
１
５
時
３
１
分
。

ミ
ラ
ク
ル
の
裏
口
か
ら
西
条
が
出
て
き
て
１

階
へ
向
か
う
。 

文
太
、
５
階
と
６
階
の
間
の
階
段
で
西
条
を

や
り
過
ご
し
、
裏
口
へ
と
入
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
店
内  

文
太
、
廊
下
を
通
っ
て
ラ
ウ
ン
ジ
手
前
ま
で

行
く
。 

兵
藤
、
愛
美
、V

I
P

ル
ー
ム
か
ら
出
て
き
て

席
に
座
る
。 

兵
藤
「
と
に
か
く
今
の
話
は
誰
に
も
す
ん
じ
ゃ
ね
え

ぞ
」 

愛
美
「
当
た
り
前
で
し
ょ
」 

兵
藤
、
愛
美
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
ソ
フ
ァ
に
座
る
。 

兵
藤
「
お
い
。V

I
P

ル
ー
ム
の
掃
除
は
？
」 
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北
山
「
あ
、
今
か
ら
」 

北
山
、
東
野
、V

I
P

ル
ー
ム
に
入
る
。 

愛
美
「
ね
え
ね
え
」 

愛
美
、
兵
藤
の
腕
に
自
分
の
腕
を
絡
ま
せ
る
。 

愛
美
「
例
の
金
が
手
に
入
っ
た
ら
海
外
で
も
行
か
な

い
？ 

ハ
ワ
イ
と
か
」 

愛
美
、
ス
マ
ホ
画
面
を
兵
藤
に
見
せ
る
。 

文
太
、
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
て
２
人
の
様
子

を
撮
影
。
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
鳴
っ

て
し
ま
う
。 

兵
藤
「
誰
だ
」 

文
太
、
裏
口
へ
と
向
か
う
。
待
機
室
か
ら
、

イ
ヤ
リ
ン
グ
を
つ
け
な
が
ら
高
子
が
出
て
き

て
立
ち
塞
が
る
。 

高
子
「
ね
え
愛
美
〜
。
私
の
、
誰
！
？
」 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
再
び
顔
を
押
さ
え
な
が
ら
起
き
上
が

る
。 

文
太
「
く
そ
っ
！
」 

 

◯
家
電
量
販
店
・
店
内 

文
太
、
家
電
量
販
店
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を

記
入
し
て
い
る
。
『
３
台
目
』
に
チ
ェ
ッ
ク
。 

 

◯
カ
フ
ェ
・
店
内 

文
太
、
ミ
ラ
ク
ル
の
向
か
い
に
あ
る
カ
フ
ェ

に
い
る
。
文
太
、
「
お
す
す
め
ア
プ
リ
」
と

い
う
本
を
読
ん
で
い
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
店
内 

文
太
、
廊
下
を
通
っ
て
ラ
ウ
ン
ジ
手
前
ま
で

行
く
。 

兵
藤
、
愛
美
、V

I
P

ル
ー
ム
か
ら
出
て
き
て

席
に
座
る
。 

兵
藤
「
と
に
か
く
今
の
話
は
誰
に
も
す
ん
じ
ゃ
ね
え

ぞ
」 

愛
美
「
当
た
り
前
で
し
ょ
」 

兵
藤
、
愛
美
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
ソ
フ
ァ
に
座
る
。 

兵
藤
「
お
い
。V

I
P

ル
ー
ム
の
掃
除
は
？
」 
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北
山
「
あ
、
今
か
ら
」 

北
山
、
東
野
、V

I
P

ル
ー
ム
に
入
る
。 

愛
美
「
ね
え
ね
え
」 

愛
美
、
兵
藤
の
腕
に
自
分
の
腕
を
絡
ま
せ
る
。 

愛
美
「
例
の
金
が
手
に
入
っ
た
ら
海
外
で
も
行
か
な

い
？ 

ハ
ワ
イ
と
か
」 

愛
美
、
ス
マ
ホ
画
面
を
兵
藤
に
見
せ
る
。
兵

藤
は
あ
ま
り
乗
り
気
じ
ゃ
な
い
。 

兵
藤
「
ハ
ワ
イ
？
」 

ス
マ
ホ
か
ら
無
音
カ
メ
ラ
ア
プ
リ
を
選
択
し

て
写
真
を
撮
る
。 

文
太
、
裏
口
の
方
を
見
る
と
、
イ
ヤ
リ
ン
グ

を
つ
け
て
い
る
途
中
の
高
子
が
待
機
室
を
開

け
て
い
る
。 

文
太
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
隠
れ

る
。 

高
子
、
ラ
ウ
ン
ジ
ま
で
や
っ
て
く
る
。 

高
子
「
ね
え
愛
美
〜
。
私
の
化
粧
水
、
知
ら
な
い
？
」 

愛
美
「
じ
ゃ
あ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
？ 

こ
こ
、
超
綺

麗
じ
ゃ
な
い
？
」 

高
子
「
あ
ー
、
ど
っ
か
に
い
い
男
い
ね
え
か
な
」 

高
子
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
席
に
座
る
。 

兵
藤
「
そ
う
だ
、
電
話
し
ね
え
と
。
な
ん
で
俺
の
機

種
だ
け
、
電
波
入
ら
ね
え
ん
だ
よ
」 

兵
藤
、
立
ち
上
が
り
、
正
面
口
へ
。 

愛
美
「
あ
ん
た
も
準
備
し
な
さ
い
よ
」 

愛
美
、
立
ち
上
が
っ
て
待
機
室
に
戻
ろ
う
と

す
る
。 

西
条
が
裏
口
か
ら
や
っ
て
く
る
。 

愛
美
「
タ
バ
コ
行
っ
た
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
？
」 

西
条
「
ラ
イ
タ
ー
忘
れ
ち
ゃ
っ
て
」 

西
条
、
ラ
ウ
ン
ジ
に
や
っ
て
く
る
。 

高
子
「
ね
え
ね
え
西
条
く
ん
」 

西
条
「
は
い
」 

高
子
「
私
、
最
近
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
始
め
た
の
よ
」 

西
条
「
は
い
」 

高
子
、
大
袈
裟
に
た
め
息
。 

西
条
「…

…

ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」 

高
子
「
い
や
良
い
男
が
全
然
い
な
く
て
さ
ー
。
別
に

高
望
み
し
て
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
よ
？ 

身
長
は
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１
８
０
く
ら
い
で
、
筋
肉
質
で
、
ち
ょ
っ
と
色
黒

で
、
髪
は
短
め
の
黒
髪
で
、
俊
っ
て
名
前
な
ら

O
K

っ
て
だ
け
な
の
に
」 

西
条
「
名
前
ま
で
決
ま
っ
て
る
と
な
る
と
難
し
そ
う

で
す
ね
」 

高
子
「
そ
う
な
の
よ
。
私
も
そ
の
制
約
に
苦
し
め
ら

れ
て
い
る
の
よ
。
だ
か
ら
ね
、
最
悪
俊
介
で
も
俊

太
で
も
、
あ
っ
」 

高
子
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
を
落
と
す
。 

高
子
、
し
ゃ
が
む
と
文
太
と
目
が
合
う
。 

高
子
「
き
ゃ
ー
！
」 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
再
び
顔
を
押
さ
え
な
が
ら
起
き
上
が

る
。 

 

◯
家
電
量
販
店
・
店
内 

文
太
、
一
人
で
ス
マ
ホ
を
購
入
し
て
店
を
出

た
後
。 

店
員
「
お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

文
太
、
鈴
村
、
店
か
ら
出
て
い
く
。
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
文
太
が
書
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
。
『
ス

マ
ホ
を
持
つ
の
は
何
台
目
で
す
か
？
』
の
項

目
の
『
５
台
目
以
上
』
の
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

の
後
の
（
）
の
中
に
『
１
２
台
目
』
と
記
入
。 

 

◯
カ
フ
ェ ミ

ラ
ク
ル
の
向
か
い
に
あ
る
カ
フ
ェ
。 

文
太
、
「
周
辺
機
器
」
の
本
を
読
ん
で
い
る
。

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
滑
り
止
め
の
つ
い
た
軍

手
が
置
か
れ
て
い
る
。 

ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
。
文
太
、
慣
れ

た
手
つ
き
で
止
め
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
店
内 

文
太
、
廊
下
を
通
っ
て
ラ
ウ
ン
ジ
手
前
ま
で

行
く
。 

兵
藤
、
愛
美
、V

I
P

ル
ー
ム
か
ら
出
て
き
て

席
に
座
る
。 

兵
藤
「
と
に
か
く
今
の
話
は
誰
に
も
す
ん
じ
ゃ
ね
え
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ぞ
」 

愛
美
「
当
た
り
前
で
し
ょ
」 

兵
藤
、
愛
美
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
ソ
フ
ァ
に
座
る
。 

兵
藤
「
お
い
。V

I
P

ル
ー
ム
の
掃
除
は
？
」 

北
山
「
あ
、
今
か
ら
」 

北
山
、
東
野
、V

I
P

ル
ー
ム
に
入
る
。 

愛
美
「
ね
え
ね
え
」 

愛
美
、
兵
藤
の
腕
に
自
分
の
腕
を
絡
ま
せ
る
。 

愛
美
「
例
の
金
が
手
に
入
っ
た
ら
海
外
で
も
行
か
な

い
？ 

ハ
ワ
イ
と
か
」 

愛
美
、
ス
マ
ホ
画
面
を
兵
藤
に
見
せ
る
。
兵

藤
は
あ
ま
り
乗
り
気
じ
ゃ
な
い
。 

兵
藤
「
ハ
ワ
イ
？
」 

ス
マ
ホ
か
ら
無
音
カ
メ
ラ
ア
プ
リ
を
選
択
し

て
写
真
を
撮
り
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
テ
ー
ブ
ル
の

下
に
隠
れ
る
。 

文
太
、
ミ
ニ
ス
ピ
ー
カ
ー
を
、
ラ
ウ
ン
ジ
の

正
面
入
り
口
近
く
に
向
け
て
地
面
を
滑
ら
せ

る
よ
う
に
し
て
投
げ
る
。 

イ
ヤ
リ
ン
グ
を
つ
け
な
が
ら
、
高
子
が
ラ
ウ

ン
ジ
ま
で
や
っ
て
く
る
。 

高
子
「
ね
え
愛
美
〜
。
私
の
化
粧
水
、
知
ら
な
い
？
」 

愛
美
「
知
ら
な
い
よ
」 

文
太
、
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
ミ
ニ
ス
ピ
ー
カ

ー
を
再
生
す
る
。 

ミ
ニ
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
楽
が
流
れ
る
。 

兵
藤
、
高
子
、
愛
美
、
音
の
出
所
に
気
を
取

ら
れ
る
。
そ
の
隙
に
文
太
、
テ
ー
ブ
ル
の
下

か
ら
出
て
走
っ
て
裏
口
に
向
か
お
う
と
す
る
。 

兵
藤
、
鏡
越
し
に
文
太
が
移
動
し
た
の
が
見

え
る
。 

兵
藤
「
誰
だ
」 

兵
藤
、
文
太
を
追
い
か
け
る
。 

文
太
、
走
っ
て
裏
口
か
ら
外
に
出
る
。
裏
口

の
扉
は
閉
め
る
。 

兵
藤
、
裏
口
の
扉
を
開
け
る
。 

目
の
前
に
は
非
常
階
段
を
登
っ
て
き
た
西
条

が
い
る
。 

西
条
「
あ
、
ラ
イ
タ
ー
忘
れ
て
」 

兵
藤
「
誰
か
い
な
か
っ
た
か
」 
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西
条
「
い
え
」 

兵
藤
「…

…

」 

兵
藤
、
６
階
へ
と
続
く
階
段
を
見
る
。 

兵
藤
「
つ
い
て
こ
い
」 

兵
藤
と
西
条
、
非
常
階
段
を
登
っ
て
い
く
。 

文
太
、
非
常
階
段
の
外
側
に
ぶ
ら
下
が
っ
て

い
る
。
両
手
は
滑
り
止
め
付
き
の
軍
手
を
は

め
て
い
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ビ
ル
前 

中
津
川
、
ミ
ラ
ク
ル
の
正
面
入
り
口
前
に
や

っ
て
く
る
。
紙
袋
を
持
っ
て
い
て
中
に
５
０

０
万
円
入
っ
て
い
る
。 

帽
子
を
深
く
被
っ
た
文
太
、
中
津
川
に
話
し

か
け
る
。 

文
太
「
中
や
ん
」 

中
津
川
「
文
さ
ん
？
」 

 

◯
公
園(

夕
方)

 

文
太
と
中
津
川
、
公
園
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て

い
る
。
中
津
川
、
文
太
の
ス
マ
ホ
を
見
て
い

る
。
愛
美
が
兵
藤
に
腕
を
絡
め
て
い
る
写
真
。 

文
太
「
中
や
ん
。
こ
の
女
は
お
前
を
騙
し
て
る
」 

中
津
川
「…

…

兄
妹
だ
ろ
」 

文
太
「
そ
ん
な
わ
け
な
い
だ
ろ
。
こ
の
二
人
は
確
実

に
で
き
て
る
」 

中
津
川
「
こ
の
写
真
だ
け
じ
ゃ
そ
う
と
は
言
い
切
れ

な
い
！
」 

文
太
「
中
や
ん
」 

中
津
川
「
仲
の
良
い
兄
妹
な
ん
だ
よ
。
す
っ
ご
い
仲

が

良

い

ん

だ

よ

！ 

あ

あ

、

俺

も

う

行

か

な

い

と
！
」 中

津
川
、
立
ち
去
っ
て
い
く
。 

文
太
「
こ
の
写
真
だ
け
じ
ゃ
、
か
」 

 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
） 

兵
藤
、
愛
美
、V

I
P

ル
ー
ム
か
ら
出
て
く
る
。 

兵
藤
「
と
に
か
く
今
の
話
は
誰
に
も
す
ん
じ
ゃ
ね
え

ぞ
」 
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×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
で
目
を
覚
ま
す
。 

 
◯
柴
田
洋
服
店
・
店
内 

文
太
、
前
回
の
ル
ー
プ
ま
で
臨
時
休
業
と
な

っ
て
い
た
は
ず
の
柴
田
洋
服
店
で
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
を
選
ん
で
い
る
。
他
に
客
は
い
な
い
。
文

太
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
。
ま
た

店
の
外
観
は
描
写
さ
れ
ず
、
視
聴
者
に
も
こ

の
事
実
が
現
時
点
で
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。 

レ
ジ
に
は
柴
田
徹
（
７
２
）
が
座
り
な
が
ら

眠
っ
て
い
る
。 

 

◯
石
井
酒
店
・
店
先 

文
太
、
石
井
酒
店
に
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
て
現

れ
る
。
文
太
、
柴
田
洋
服
店
の
紙
袋
を
手
に

持
っ
て
い
る
。 

石
井
、
配
達
の
準
備
を
し
て
い
る
。 

石
井
「
お
う
文
さ
ん
」 

文
太
「
忙
し
そ
う
だ
な
」 

石
井
「
弘
治
が
大
学
の
試
験
ら
し
く
て
な
。…

…

珍

し
い
格
好
し
て
る
な
」 

文
太
「
手
伝
お
う
」 

石
井
「
え
？
」 

文
太
「
配
達
。
手
伝
わ
せ
て
く
れ
」 

石
井
、
文
太
の
言
動
を
不
審
が
る
。 

石
井
「…

…

ど
う
し
た
？
」 

文
太
「
ど
う
し
た
っ
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
が
、
別

に
良
い
だ
ろ
？
」 

石
井
「
文
さ
ん
。
こ
の
店
は
俺
の
親
父
の
親
父
か
ら

続
い
て
３
代
目
。
配
達
は
代
々
石
井
家
の
長
男
が

や
っ
て
き
た
。
な
ぜ
だ
か
わ
か
る
か
。
配
達
が
一

番
大
事
だ
か
ら
だ
。
わ
ざ
わ
ざ
ウ
チ
を
指
名
し
て

く
れ
る
お
得
意
先
に
自
分
の
手
で
酒
を
運
ぶ
。
こ

う
や
っ
て
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
ん
だ
よ
」 

石
井
、
話
し
続
け
る
。 

石
井
「
昭
和
２
８
年
。
ウ
チ
の
祖
父
、
石
井
重
治
が
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こ
の
店
を
始
め
た
時
っ
て
の
は
」 

 

◯
ラ
ー
メ
ン
屋
・
店
内 

弘
治
、
ラ
ー
メ
ン
屋
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
座

っ
て
い
る
。
コ
ッ
プ
に
入
っ
た
ビ
ー
ル
を
１

人
で
飲
ん
で
い
る
。 

弘
治
「
ぷ
は
ー
！
」 

文
太
、
浩
二
の
隣
に
座
る
。 

文
太
「
よ
う
」 

弘
治
「
あ
ぁ
、
ど
う
も
」 

文
太
「
大
学
は
ど
う
し
た
」 

弘
治
「
え
？
」 

文
太
「
今
日
、
試
験
な
ん
だ
ろ
？
」 

弘
治
「
あ
、
も
し
か
し
て
親
父
に
聞
い
た
？ 

あ
れ

ね
、
店
の
配
達
サ
ボ
る
た
め
の
嘘
」 

文
太
「
嘘
？
」 

弘
治
「
だ
っ
て
あ
り
え
な
い
で
し
ょ
。
バ
イ
ト
代
が

出
る
わ
け
で
も
ね
え
の
に
こ
き
使
わ
れ
て
さ
」 

石
井
「
な
る
ほ
ど
な
」 

石
井
、
店
に
や
っ
て
き
て
い
る
。 

石
井
「
文
さ
ん
が
妙
な
こ
と
言
う
か
ら
後
を
つ
け
て

み
た
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
」 

石
井
、
弘
治
に
つ
か
み
か
か
る
。 

石
井
「
て
め
え
、
自
分
の
代
わ
り
に
文
さ
ん
に
配
達

行
か
せ
よ
う
と
し
や
が
っ
た
な
ぁ
！
」 

弘
治
「
は
ぁ
？
」 

石
井
「
こ
ん
な
真
っ
昼
間
か
ら
ビ
ー
ル
飲
み
や
が
っ

て
！ 

て
め
え
は
ウ
チ
の
店
継
ぐ
ん
だ
ぞ
」 

弘
治
「…

…

勝
手
に
決
め
て
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
！
」 

弘
治
、
石
井
の
手
を
振
り
払
う
。 

弘
治
「
俺
は
な
、
誰
か
が
敷
い
た
レ
ー
ル
の
上
を
走

る
な
ん
て
ゴ
メ
ン
な
ん
だ
よ
！ 

自
分
の
人
生
は

自
分
の
力
で
切
り
開
く
ん
だ
！
」 

石

井

「

な

に

薄

っ
ぺ

ら

い

こ

と

言
っ

て

ん
だ

て

め

ぇ
！
」 石

井
、
弘
治
に
殴
り
か
か
ろ
う
と
す
る
。
文

太
、
慌
て
て
止
め
る
。 

文
太
「
お
い
お
い
落
ち
着
け
っ
て
」 

石
井
「
離
し
て
く
れ
！ 

こ
い
つ
は
な
、
体
で
分
か

ら
せ
て
や
ら
ね
え
と
ダ
メ
な
ん
だ
。
お
い
て
め
え
、
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ハ
タ
チ
越
え
た
か
ら
っ
て
調
子
こ
い
て
ん
じ
ゃ
ね

え
ぞ
？ 

い
く
ら
体
が
デ
カ
く
て
も
な
、
お
前
ご

と
き
、
簡
単
に―

―

」 

 
◯
公
園 

石
井
、
弘
治
と
の
喧
嘩
で
負
け
た
後
。
公
園

の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
頬
を
抑
え
て
い
る
。 

石
井
「
あ
の
野
郎
」 

文
太
「
大
丈
夫
か
よ
」 

石
井
、
時
計
を
見
る
。 

石
井
「
配
達
行
か
ね
え
と
。
悪
い
な
、
文
さ
ん
ま
で

巻
き
込
ん
で
」 

文
太
「
あ
、
そ
れ
な
ん
だ
が
」 

石
井
「
中
や
ん
と
の
飲
み
来
る
ん
だ
ろ
？ 

ま
た
そ

の
時
に
」 石

井
、
公
園
の
そ
ば
に
停
め
て
あ
っ
た
配
達

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
去
っ
て
い
く
。 

 

◯
商
店
街 文

太
、
商
店
街
を
歩
い
て
い
る
。 

小
学
生
「
え
ー
、
今
日
休
み
か
よ
ー
」 

文
太
、
声
の
方
を
見
る
と
数
人
の
小
学
生
が

す
ず
む
ら
駄
菓
子
前
に
い
る
。
す
ず
む
ら
駄

菓
子
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
お
り
、
「
臨

時
休
業
」
と
張
り
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。 

文
太
「
ん
？ 

ん
ん
！
？
」 

文
太
、
自
分
が
手
に
持
っ
て
い
る
柴
田
洋
服

店
の
紙
袋
を
見
る
。 

文
太
、
振
り
向
き
、
柴
田
洋
服
店
が
な
ぜ
か

通
常
通
り
営
業
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
。 

文
太
「
な
ん
で
今
回
だ
け…

…

？
」 

文
太
、
す
ず
む
ら
駄
菓
子
の
裏
口
に
回
る
。 

文
太
「
鈴
村―

？
」 

文
太
、
裏
口
の
扉
が
開
く
。 

 

◯
す
ず
む
ら
駄
菓
子
・
店
内 

文
太
、
裏
口
か
ら
店
内
へ
。
中
か
ら
呻
き
声

の
よ
う
な
も
の
が
聞
こ
え
る
。 

文
太
、
鈴
村
宅
の
中
に
入
っ
て
い
く
。 

文
太
、
鈴
村
と
絹
枝
が
ロ
ー
プ
で
縛
ら
れ
て
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い
る
の
を
見
つ
け
る
。 

文
太
「
！
」 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

１
時
間
後
、
警
察
が
や
っ
て
き
て
鈴
村
夫
妻

か
ら
事
情
を
聞
い
て
い
る
。 

警
察
「
最
近
増
え
て
い
る
ん
で
す
よ
。
ど
う
も
、
お

客
さ
ん
が
い
な
い
店
を
狙
っ
て
い
る
ら
し
く
て
」 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
店
内(

夜)
 

六
犬
伝
の
席
に
は
中
津
川
、
石
井
、
鈴
村
が

い
る
。
石
井
と
鈴
村
の
テ
ン
シ
ョ
ン
が
低
い
。 

中
津
川
「
ど
う
し
た
の
？
」 

石
井
「
色
々
あ
っ
た
ん
だ
」 

鈴
村
「
色
々
あ
っ
た
ん
だ
」 

 

◯
商
店
街
（
夜)

 

す
ず
む
ら
駄
菓
子
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
降
り
て

い
る
。
文
太
、
す
ず
む
ら
駄
菓
子
の
前
に
立

ち
、
今
回
の
ル
ー
プ
の
理
由
を
考
え
て
い
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
で
目
を
覚
ま
す
。 

 

◯
家
電
量
販
店
・
店
内 

文
太
、
一
人
で
ス
マ
ホ
と
小
型
カ
メ
ラ
を
購

入
し
て
店
を
出
て
い
く
。 

店
員
「
お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 

◯
柴
田
洋
服
店
・
店
内 

文
太
、
柴
田
洋
服
店
で
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
選
ん

で
い
る
。
他
に
客
は
い
な
い
。
店
内
の
棚
に

は
文
太
が
置
い
た
小
型
カ
メ
ラ
が
入
り
口
付

近
を
映
し
て
い
る
。
文
太
、
そ
の
映
像
を
ス

マ
ホ
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。 

狼
と
牛
の
被
り
物
を
し
た
二
人
組
が
店
の
中

を
窺
っ
て
い
る
。
実
は
ミ
ラ
ク
ル
の
従
業
員
、

北
山
と
東
野
で
あ
る
が
こ
の
時
点
で
は
明
か

さ
れ
な
い
。 

二
人
、
話
し
合
っ
て
店
か
ら
離
れ
て
い
く
。 

文
太
、
売
り
物
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
手
に
取
り
、
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レ
ジ
へ
持
っ
て
い
く
。 

文
太
「
お
願
い
し
ま
す
」 

柴
田
「
ふ
ぁ
い
」 

 
◯
商
店
街 狼

と
牛
の
被
り
物
の
二
人
組
、
柴
田
商
店
街

か
ら
す
ず
む
ら
駄
菓
子
へ
標
的
を
変
え
る
。

店
の
外
か
ら
中
を
覗
く
と
数
人
の
客
が
い
る

よ
う
に
見
え
る
。 

狼
と
牛
、
互
い
に
顔
を
見
合
わ
せ
る
。 

文
太
、
柴
田
洋
服
店
か
ら
出
て
く
る
。 

狼
と
牛
、
す
ず
む
ら
駄
菓
子
の
前
か
ら
立
ち

去
っ
て
い
く
。 

文
太
、
そ
れ
を
確
認
す
る
と
す
ず
む
ら
駄
菓

子
に
入
る
。 

 

◯
す
ず
む
ら
駄
菓
子
・
店
内 

鈴
村
「
文
さ
ん
、
こ
れ
な
ん
だ
よ
」 

店
内
に
は
、
服
と
帽
子
を
着
せ
ら
れ
た
マ
ネ

キ
ン
が
置
か
れ
て
い
る
。
マ
ネ
キ
ン
は
、
店

の
外
か
ら
は
本
物
の
人
間
の
よ
う
に
見
え
る
。 

文
太
「
す
ま
ん
、
も
う
大
丈
夫
だ
」 

文
太
、
マ
ネ
キ
ン
を
柴
田
洋
服
店
に
戻
す
。

柴
田
徹
は
眠
っ
て
い
て
気
づ
か
な
い
。 

 

◯
ラ
ー
メ
ン
屋
・
店
内 

弘
治
、
ラ
ー
メ
ン
屋
の
カ
ウ
ン
タ
ー
席
に
座

っ
て
い
る
。
コ
ッ
プ
に
注
が
れ
た
ビ
ー
ル
を
、

口
に
持
っ
て
行
こ
う
と
す
る
。 

文
太
、
弘
治
の
腕
を
掴
み
、
ビ
ー
ル
を
飲
も

う
と
す
る
の
を
止
め
る
。 

弘
治
「
文
太
さ
ん
？
」 

文
太
「
烏
龍
茶
二
つ
」 

文
太
、
席
に
座
る
。 

文
太
「
配
達
は
良
い
の
か
？ 

親
父
に
頼
ま
れ
て
ん

だ
ろ
？
」 

弘
治
「
い
や
、
ま
あ
、
別
に
良
い
ん
す
よ
」 

店
長
「
烏
龍
茶
で
す
」 

店
長
、
文
太
と
弘
治
に
烏
龍
茶
を
出
す
。 

文
太
「
こ
れ
は
俺
の
個
人
的
な
意
見
な
ん
だ
が
、
決



 

 

 

 

 

39 

め
ら
れ
た
レ
ー
ル
を
走
る
だ
け
っ
て
の
は
つ
ま
ら

ね
え
も
ん
だ
よ
な
」 

弘
治
「…

…

で
す
よ
ね
？ 

そ
う
な
ん
で
す
よ
！
」 

文
太
「
だ
が
な
弘
治
。
石
井
酒
店
の
配
達
は
代
々
、

石
井
家
の
長
男
が
や
っ
て
き
た
。
な
ぜ
だ
か
わ
か

る
か
。
そ
も
そ
も
昭
和
２
８
年
。
お
前
の
曾
祖
父
、

石
井
重
治
が
」 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

２
０
分
後
。
弘
治
、
文
太
の
話
を
聞
い
て
感

動
し
て
い
る
。 

弘
治
「
そ
ん
な
歴
史
が
あ
っ
た
な
ん
て
！
」 

弘
治
、
烏
龍
茶
を
飲
み
干
す
。 

弘
治
「
文
太
さ
ん
。
俺
、
親
父
に
謝
っ
て
く
る
！ 

謝

っ
て
手
伝
っ
て
く
る
」 

弘
治
、
席
を
立
つ
。 

文
太
「
弘
治
」 

文
太
、
弘
治
の
顔
を
ス
マ
ホ
で
撮
影
。 

文
太
「
お
前
、
良
い
顔
し
て
い
る
よ
」 

弘
治
「
は
い
っ
！
」 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
待
機
室 

高
子
、
ス
マ
ホ
で
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
開

い
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
マ
ッ
チ
し
た
と
こ
ろ
。

マ
ッ
チ
し
た
相
手
は
「
し
ゅ
ん
」
と
い
う
名

前
で
、
先
ほ
ど
文
太
が
撮
影
し
た
弘
治
の
写

真
が
使
わ
れ
て
い
る
。 

高
子
「
キ
タ
」 

 

◯
カ
フ
ェ
・
店
内 

文
太
、
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
を
開
き
、
「
し

ゅ
ん
」
の
ア
カ
ウ
ン
ト
で
高
子
と
や
り
と
り

を
し
て
い
る
。 

テ
ー
ブ
ル
に
は
「
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
始

め
方
」
と
い
う
本
が
置
か
れ
て
い
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ビ
ル
前 

弘
治
が
配
達
用
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
ミ
ラ
ク

ル
に
や
っ
て
く
る
。
文
太
、
ミ
ラ
ク
ル
の
前

で
待
っ
て
い
る
。
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
る
。 

文
太
「
弘
治
」 
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弘
治
「
あ
、
文
太
さ
ん
。
さ
っ
き
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！ 

文
太
さ
ん
の
お
か
げ
で
俺
、
目

が
覚
め
た
気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
石
井
酒
店

４
代
目
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て―

―

」 
文
太
「
変
わ
っ
て
く
れ
」 

弘
治
「
え
？
」 

文
太
「
こ
こ
の
配
達
。
俺
に
や
ら
せ
て
く
れ
」 

弘
治
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
よ
、
文
太
さ
ん
。
あ
な
た

が
教
え
て
く
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
酒
の
配

達
は
石
井
家
長
男
の
大
事
な―

―

」 

文
太
、
財
布
か
ら
１
万
円
を
出
す
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
正
面
口
前 

文
太
、
酒
を
持
っ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
５
階
か

ら
出
て
く
る
。 

文
太
、
ミ
ラ
ク
ル
の
中
に
入
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ラ
ウ
ン
ジ 

ラ
ウ
ン
ジ
に
は
兵
藤
と
高
子
が
い
る
。
兵
藤
、

北
山
と
東
野
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
。 

兵
藤
「
お
っ
せ
え
な
」 

文
太
「
石
井
酒
店
で
す
」 

兵
藤
「
あ
ぁ
、
冷
蔵
庫
の
と
こ
置
い
と
い
て
く
だ
さ

い
」 

文
太
「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」 

兵
藤
「
あ
の
」 

文
太
「…

…

は
い
」 

兵
藤
「
い
つ
も
の
人
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
」 

文
太
「
腰
、
や
っ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
で
」 

兵
藤
「
あ
ぁ
」 

兵
藤
、
裏
口
へ
と
向
か
う
。 

高
子
「
う
そ
う
そ
う
そ
」 

高
子
の
ス
マ
ホ
画
面
。
「
し
ゅ
ん
」
か
ら
「
僕

も
最
寄
駅
同
じ
で
す
。
良
か
っ
た
ら
今
か
ら

会
い
ま
せ
ん
か
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来
て
い

る
。 

高
子
「
や
ば
い
、
ど
う
し
よ
う
！
」 

高
子
、
正
面
口
か
ら
出
て
い
く
。 

文
太
、
高
子
を
見
送
り
、
ス
マ
ホ
を
ポ
ケ
ッ

ト
に
し
ま
う
。 
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◯
ミ
ラ
ク
ル
・
非
常
階
段 

非
常
階
段
に
は
兵
藤
が
い
る
。 

兵
藤
、
暴
力
団
と
電
話
し
て
い
る
。 

兵
藤
「
も
ち
ろ
ん
。
今
日
中
に
金
は
用
意
し
ま
す
。

え
え
、
５
０
０
万
」 

兵
藤
、
電
話
を
切
っ
て
ミ
ラ
ク
ル
の
待
機
室

へ
向
か
う
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
待
機
室 

待
機
室
に
は
愛
美
が
い
る
。 

兵
藤
「
あ
い
つ
ら
は
？
」 

愛
美
「
ま
だ
帰
っ
て
き
て
な
い
」 

兵
藤
「
な
に
や
っ
て
ん
だ
よ
」 

兵
藤
、
待
機
室
か
ら
出
て
い
く
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ラ
ウ
ン
ジ 

兵
藤
、
ラ
ウ
ン
ジ
に
戻
る
。V

I
P

ル
ー
ム
の

扉
が
開
い
て
い
る
の
に
気
づ
く
。 

兵
藤
、V

I
P

ル
ー
ム
を
開
け
る
。
中
に
文
太

が
い
る
。 

兵
藤
「
な
に
を
し
て
い
る
」 

文
太
「…

…

冷
蔵
庫
っ
て
」 

兵
藤
「
こ
っ
ち
だ
」 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
正
面
入
り
口
前 

文
太
、
配
達
を
終
え
た
後
。 

文
太
「
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
ー
す
」 

文
太
、
立
ち
去
っ
て
い
く
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ラ
ウ
ン
ジ 

兵
藤
が
一
人
で
い
る
。 

愛
美
、
待
機
室
か
ら
ラ
ウ
ン
ジ
に
や
っ
て
く

る
。 

愛
美
「
話
が
あ
る
ん
だ
け
ど
」 

兵
藤
、
愛
美
、V

I
P

ル
ー
ム
に
入
っ
て
い
く
。

部
屋
の
隅
に
文
太
が
仕
掛
け
た
小
型
カ
メ
ラ

が
置
か
れ
て
い
る
。 

 

◯
公
園 
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文
太
と
中
津
川
、
文
太
の
ス
マ
ホ
を
見
て
い

る
。 

V
I
P

ル
ー
ム
で
話
す
兵
藤
と
愛
美
の
映
像
が

流
れ
て
い
る
。 

愛
美
が
兵
藤
に
ス
マ
ホ
を
見
せ
て
い
る
。 

兵
藤
「
誰
だ
、
こ
の
お
っ
さ
ん
」 

愛
美
「
中
津
川
っ
て
言
う
ん
だ
け
ど
、
５
０
０
万
、

用
意
し
て
く
れ
る
っ
て
」 

兵
藤
「
は
？
」 

愛
美
「
こ
い
つ
、
私
と
結
婚
す
る
つ
も
り
で
い
る
の
。

今
か
ら
持
っ
て
く
る
っ
て
」 

中
津
川
「
そ
ん
な…

…
 

」 

文
太
、
ス
マ
ホ
の
映
像
再
生
を
止
め
る
。 

文
太
「
中
や
ん
。
こ
の
女
は
や
め
て
お
け
」 

中
津
川
、
力
無
く
頷
く
。 

文
太
「…

…

よ
し
、
飲
み
い
く
か
」 

中
津
川
「
そ
う
、
だ
ね
。
こ
れ
は
も
う
飲
む
し
か
な

い
な
。
今
日
は
奢
る
よ
ー
！ 

な
ん
せ
５
０
０
万

あ
る
か
ら
ね
！
」 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
店
内(

夜)
 

文
太
、
中
津
川
、
石
井
、
鈴
村
が
い
る
。
中

津
川
の
事
情
を
一
通
り
話
し
た
後
。 

石
井
「
な
ん
だ
そ
れ
！
」 

鈴
村
「
中
や
ん
、
さ
す
が
に
甘
い
っ
て
。
俺
た
ち
み

た
い
な
ジ
ジ
イ
と
３
１
歳
の
ホ
ス
テ
ス
が
結
婚
っ

て
」 

中
津
川
「
も
う
言
わ
な
い
で
〜
」 

石
井
「
て
か
よ
。
な
ん
で
文
さ
ん
は
分
か
っ
た
ん
だ
。

そ
の
、
愛
美
っ
て
女
が
怪
し
い
っ
て
」 

中
津
川
「
い
や
、
本
当
そ
こ
な
ん
だ
よ
！
」 

鈴
村
「
そ
う
い
や
文
さ
ん
、
昼
間
も
変
な
こ
と
し
て

た
よ
な
？ 

ウ
チ
の
店
に
柴
田
さ
ん
と
こ
の
マ
ネ

キ
ン
置
き
始
め
て
」 

石
井
「
あ
、
そ
れ
で
い
や
ぁ
俺
も
あ
る
ぞ
。
弘
治
の

や
つ
が
急
に
配
達
手
伝
う
と
か
言
い
出
し
た
ん
だ

け
ど
な
、
そ
れ
も
文
太
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
か
ら

な
ん
だ
と
」 

鈴
村
「
文
さ
ん
、
こ
れ
ど
う
い
う
こ
と
だ
よ
」 

文
太
「
ま
あ
良
い
じ
ゃ
ね
え
か
！
」 
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店
員
、
新
た
に
生
４
つ
を
持
っ
て
く
る
。 

店
員
「
生
４
つ
お
待
た
せ
し
ま
し
た
〜
」 

文
太
「
ほ
ら
、
乾
杯
だ
」 

鈴
村
「
よ
っ
し
ゃ
！ 

今
日
は
も
う
中
や
ん
の
失
恋

パ
ー
テ
ィ
ー
だ
」 

石
井
「
ま
さ
か
、
こ
の
年
で
誰
か
の
失
恋
を
慰
め
る

こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
ん
か
っ
た
な
」 

中
津
川
「
も
う
や
め
て
っ
て
〜
」 

 

◯
歩
道
橋 (

夜)
 

文
太
、
中
津
川
、
歩
い
て
い
る
。
中
津
川
、

文
太
よ
り
も
後
ろ
を
歩
い
て
い
る
。 

文
太
「
こ
れ
で
飲
み
納
め
か
」 

中
津
川
「
文
さ
ん
」 

文
太
「
ん
？
」 

中
津
川
「
あ
り
が
と
な
」 

文
太
「
な
ん
だ
よ
、
改
ま
っ
て
」 

文
太
、
振
り
向
く
。 

中
津
川
、
歩
道
橋
か
ら
飛
び
降
り
る
。 

文
太
「
中
や
ん
！
」 

文
太
、
歩
道
橋
の
下
を
見
る
。
道
路
に
落
ち

た
中
津
川
が
ト
ラ
ッ
ク
に
轢
か
れ
る
。 

車
道
が
大
騒
ぎ
に
な
る
。 

文
太
、
そ
れ
を
見
て
い
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

千
代
子
、
和
室
の
戸
を
開
け
る
。 

千
代
子
「
お
父
さ
ん
。
そ
ろ
そ
ろ…

…

」 

文
太
、
布
団
の
上
に
座
っ
て
い
る
。 

千
代
子
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
、
怖
い
顔
し
て
」 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・V
I
P

ル
ー
ム 

V
I
P

ル
ー
ム
で
愛
美
と
兵
藤
が
愛
美
の
ス
マ

ホ
を
見
て
話
し
て
い
る
。 

兵
藤
「
誰
だ
、
こ
の
お
っ
さ
ん
」 

愛
美
「
中
津
川
っ
て
言
う
ん
だ
け
ど
、
５
０
０
万
、

用
意
し
て―

―

」 

ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
高
子
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ラ
ウ
ン
ジ 
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兵
藤
が

V
I
P

ル
ー
ム
か
ら
出
て
く
る
。 

文
太
、
金
属
バ
ッ
ト
を
持
っ
て
立
っ
て
い
る
。

北
山
と
東
野
が
倒
れ
、
高
子
が
腰
を
抜
か
し

て
怯
え
て
い
る
。 

文
太
、
兵
藤
に
向
け
て
バ
ッ
ト
を
振
り
回
す
。

兵
藤
、
そ
れ
を
か
わ
し
て
文
太
の
腹
を
殴
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
の
中
で
目
を
覚
ま
す
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ラ
ウ
ン
ジ 

文
太
が
ミ
ラ
ク
ル
を
襲
来
し
た
直
後
。 

文
太
、
兵
藤
に
向
け
て
バ
ッ
ト
を
振
り
回
す
。

兵
藤
、
そ
れ
を
か
わ
し
て
文
太
の
腹
を
殴
る
。 

兵
藤
「
っ
！
」 

兵
藤
、
手
を
痛
め
る
。 

兵
藤
「
な
ん
か
入
れ
て
や
が
る
な
」 

文
太
、
兵
藤
の
脇
腹
を
バ
ッ
ド
で
殴
る
。 

兵
藤
「
ご
ほ
っ
」 

文
太
の
背
後
で
倒
れ
て
い
た
北
山
が
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。
手
に
は
酒
の
瓶
を
持
っ
て
い

て
、
文
太
の
頭
に
振
り
下
ろ
す
。 

 

◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
の
中
で
目
を
覚
ま
す
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ラ
ウ
ン
ジ 

文
太
、
兵
藤
に
向
け
て
バ
ッ
ト
を
振
り
回
す
。

兵
藤
、
そ
れ
を
か
わ
し
て
文
太
の
腹
を
殴
る
。 

兵
藤
「
っ
！
」 

兵
藤
、
手
を
痛
め
る
。 

兵
藤
「
な
ん
か
入
れ
て
や
が
る
な
」 

文
太
、
兵
藤
の
脇
腹
を
バ
ッ
ド
で
殴
る
。 

兵
藤
「
ご
ほ
っ
」 

文
太
の
背
後
で
倒
れ
て
い
た
北
山
が
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。
手
に
は
酒
の
瓶
を
持
っ
て
い

て
、
文
太
の
頭
に
振
り
下
ろ
す
。 

文
太
、
そ
れ
を
避
け
て
北
山
の
膝
を
金
属
バ

ッ
ト
で
叩
く
。
そ
の
場
に
う
ず
く
ま
る
北
山
。

そ
の
頭
上
か
ら
文
太
が
バ
ッ
ド
を
振
り
下
ろ
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す
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
正
面
入
り
口
前 

中
津
川
、
愛
美
に
電
話
を
か
け
て
い
る
の
だ

が
繋
が
ら
な
い
。 

中
津
川
、
店
の
中
に
入
る
。 

中
津
川
「
す
い
ま
せ
ー
ん
」 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ラ
ウ
ン
ジ 

中
津
川
、
ラ
ウ
ン
ジ
ま
で
や
っ
て
く
る
。
兵

藤
、
愛
美
、
東
野
、
北
山
が
血
を
流
し
て
倒

れ
て
い
る
。
高
子
が
隅
で
震
え
て
い
る
。 

文
太
、
そ
の
中
心
に
ひ
と
り
立
っ
て
い
る
。 

中
津
川
「
文
さ
ん
？
」 

文
太
「…

…

お
う
、
中
や
ん
」 

中
津
川
「
愛
美
ち
ゃ
ん
！ 

愛
美
ち
ゃ
ん
！
？
」 

中
津
川
、
愛
美
に
駆
け
寄
る
。 

文
太
「
仕
方
な
い
ん
だ…

…

。
中
や
ん
は
自
分
が
騙

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
ら
、
自
殺
す
る
。
だ

か
ら
、
こ
う
す
る
し
か
な
か
っ
た
ん
だ
。
あ
ぁ
。

こ
れ
中
や
ん
に
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
か
。
ま
ぁ
良
い
や
。

次
は
中
や
ん
が
入
っ
て
こ
ら
れ
な
い
よ
う
鍵
も
閉

め
て
」 

中
津
川
「
文
さ
ん
！ 

…
…

な
に
言
っ
て
ん
だ
よ
？
」 

文
太
「
お
前
の
た
め
だ
。
俺
だ
っ
て
こ
ん
な
こ
と
し

た
く
な
い
」 

中
津
川
「
じ
ゃ
あ…

…

」 

文
太
「
ん
？
」 

中
津
川
「
じ
ゃ
あ
、
な
ん
で
今
、
笑
っ
て
ん
の
？
」 

文
太
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
鏡
に
映
る
自
分
を
見
る
。

そ
こ
に
は
２
２
歳
の
頃
の
自
分
が
映
っ
て
い

て
、
血
ま
み
れ
の
顔
で
笑
っ
て
い
る
。 

文
太
「…

…

」 

文
太
、
自
分
が
笑
っ
て
い
る
こ
と
に
衝
撃
を

受
け
、
そ
の
ま
ま
ふ
ら
ふ
ら
と
ミ
ラ
ク
ル
か

ら
出
て
い
く
。 

中
津
川
「
文
さ
ん
？ 

文
さ
ん
！
？
」 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夕
方
） 

千
代
子
、
買
い
物
か
ら
帰
っ
て
く
る
。 
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文
太
、
リ
ビ
ン
グ
の
椅
子
に
虚
な
表
情
で
座

っ
て
い
る
。 

千
代
子
「…

…

ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
」 

文
太
「
俺
は
、
昔
か
ら
な
に
一
つ
変
わ
っ
て
な
か
っ

た
。
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
」 

千
代
子
「…

…

夕
食
に
し
ま
し
ょ
う
」 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

３
０
分
後
、
食
卓
に
夕
食
が
並
ぶ
。 

千
代
子
「
い
た
だ
き
ま
す
」 

千
代
子
、
夕
食
を
食
べ
始
め
る
。 

文
太
、
夕
食
を
食
べ
る
。 

文
太
「…

…

久
し
ぶ
り
に
食
べ
た
気
が
す
る
」 

千
代
子
「
大
袈
裟
で
す
ね
ぇ
」 

 

◯
佐
藤
家
・
廊
下
（
夜
） 

風
呂
上
が
り
の
文
太
、
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え

て
廊
下
を
歩
い
て
い
る
。
文
太
、
居
間
に
声

を
か
け
る
。
居
間
と
廊
下
を
隔
て
る
扉
は
閉

ま
っ
て
い
る
。 

文
太
「…

…

」 

文
太
、
居
間
の
扉
を
開
け
る
。 

文
太
「
お
や
す…

…

」 

文
太
、
千
代
子
が
倒
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け

る
。 

文
太
「
千
代
子
、
千
代
子
！
？
」 

 

◯
病
院
・
診
察
室(

夜)
 

文
太
、
医
者
の
説
明
を
聞
い
て
い
る
。
千
代

子
の
脳
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
が
貼
ら
れ
て
い
る
。 

医
者
「
脳
挫
傷
で
す
」 

文
太
「
脳
、
挫
傷
」 

医
者
「
頭
を
強
く
打
っ
た
こ
と
が
原
因
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
奥
様
、
ど
こ
か
で
転
ば
れ
た
り
と
か
は
？
」 

文
太
「
え
っ
と
」 

医
者
「
今
日
１
日
、
ご
一
緒
に
は
？
」 

文
太
「…

…

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
日
は
、
一
度
も

妻
の
そ
ば
に
」 

 

◯
病
院
・
病
室
（
夜
） 

千
代
子
、
病
室
の
ベ
ッ
ド
で
眠
っ
て
い
る
。
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文
太
、
そ
の
隣
に
い
る
。 

文
太
、
時
計
を
見
る
。
時
刻
が
２
４
時
に
な

る
。 

 
◯
佐
藤
家
・
和
室
（
朝
） 

文
太
、
布
団
の
上
で
目
を
覚
ま
す
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
朝
） 

文
太
、
リ
ビ
ン
グ
に
行
く
。
千
代
子
が
朝
食

の
準
備
を
し
て
い
る
。
千
代
子
、
文
太
に
気

づ
く
と
テ
レ
ビ
を
消
す
。 

文
太
「
母
さ
ん
。
今
日
は
俺
が
家
事
を
や
る
」 

千
代
子
「
え
？
」 

文
太
「
母
さ
ん
は
ゆ
っ
く
り
し
て
い
て
く
れ
」 

千
代
子
「
で
も
」 

鮭
を
焼
い
て
い
る
オ
ー
ブ
ン
が
焼
き
上
が
り

の
音
を
鳴
ら
す
。 

千
代
子
、
鮭
を
取
り
出
そ
う
と
す
る
。 

文
太
「
俺
が
や
る
」 

文
太
、
オ
ー
ブ
ン
の
皿
を
直
接
持
っ
て
し
ま

う 

文
太
「
あ
つ
っ
！
」 

 

◯
す
ず
む
ら
駄
菓
子
・
店
内 

鈴
村
、
文
太
と
電
話
し
て
い
る
。 

鈴
村
「
待
っ
て
く
れ
よ
。
ど
う
い
う
こ
と
だ
よ
、
文

さ
ん
」 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ 

文
太
、
朝
食
の
皿
洗
い
を
し
な
が
ら
佐
藤
家

の
子
機
を
使
っ
て
鈴
村
と
電
話
し
て
い
る
。 

文
太
「
頼
む
。
俺
は
今
日
１
日
、
手
が
離
せ
な
い
ん

だ
。
あ
っ
」 

文
太
、
皿
を
落
と
す
。 

 

◯
す
ず
む
ら
駄
菓
子 

皿
が
割
れ
る
音
。 

鈴
村
「
文
さ
ん
、
大
丈
夫
か
ー
？
」 

文
太
「
頼
ん
だ
ぞ
。
そ
の
ま
ま
言
え
ば
良
い
か
ら
」 
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◯
佐
藤
家
・
居
間 

千
代
子
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
。 

文
太
、
居
間
の
扉
を
開
け
る
。 

文
太
「
じ
ゃ
あ
買
い
物
に
行
っ
て
く
る
」 

千
代
子
「
本
当
に
良
い
ん
で
す
か
？
」 

文
太
「…

…

ひ
と
つ
だ
け
頼
み
た
い
ん
だ
が
」 

 

◯
石
井
酒
店
・
店
先 

弘
治
、
家
か
ら
出
る
と
こ
ろ
。
石
井
が
そ
れ

を
見
つ
け
る
。 

石
井
「
お
い
弘
治
。
お
前
ど
こ
い
く
ん
だ
よ
」 

弘
治
「
大
学
の
テ
ス
ト
」 

石
井
「
ん
だ
よ
」 

 

◯
ラ
ー
メ
ン
屋
・
店
前 

ラ
ー
メ
ン
屋
に
向
か
う
弘
治
。
店
の
前
に
鈴

村
が
立
っ
て
い
る
。 

弘
治
「
ど
う
し
た
ん
す
か
？
」 

鈴
村
「
浩
二
」 

弘
治
「
は
い
」 

鈴
村
「…

…

」 

鈴
村
、
チ
ラ
リ
と
手
に
持
っ
て
い
る
メ
モ
を

見
る
。 

鈴
村
「
え
ー
、
そ
も
そ
も
昭
和
２
８
年
。
お
前
の
曾

祖
父
、
石
井
重
治
が
こ
の
店
を
始
め
た
時
っ
て
の

は
な
」 

 

◯
家
電
量
販
店
・
店
内 

文
太
、
ス
マ
ホ
を
購
入
し
た
直
後
。
店
員
が

見
送
っ
て
い
る
。 

店
員
「
お
買
い
上
げ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

店
員
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
。
『
ス
マ
ホ
を

持
つ
の
は
何
台
目
で
す
か
？
』
の
項
目
の
『
そ

の
他
』
の
欄
に
『
９
８
』
と
書
か
れ
て
い
る
。 

家
電
量
販
店
か
ら
出
た
文
太
。
鈴
村
に
電
話

を
か
け
る
。 

 

◯
ラ
ー
メ
ン
屋
・
店
前 

鈴
村
、
文
太
か
ら
の
電
話
を
取
る
。 
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鈴
村
「
お
お
、
文
さ
ん
。
誰
の
番
号
か
と
思
っ
た
よ
」 

文
太
「
弘
治
は
？
」 

鈴
村
「
あ
ぁ
」 

鈴
村
、
浩
二
を
見
る
。
弘
治
、
鈴
村
の
話
を

聞
い
て
感
動
し
て
い
る
。 

鈴
村
「
な
ん
か
す
げ
え
感
動
し
て
い
る
」 

文
太
「
代
わ
っ
て
く
れ
」 

 

◯
柴
田
洋
服
店
・
店
内 

柴
田
の
店
の
黒
電
話
が
鳴
っ
て
い
る
。
柴
田
、

電
話
に
出
る
。 

柴
田
「
は
ぁ
い
？
」 

 

◯
佐
藤
家
・
居
間 

千
代
子
、
電
話
を
か
け
る
。 

千
代
子
「
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
佐
藤
で
す
」 

 

◯
柴
田
洋
服
店
・
店
内 

柴
田
、
耳
が
遠
く
て
よ
く
聞
こ
え
て
い
な
い
。 

柴
田
「
な
ん
だ
っ
て
？
」 

そ
ん
な
店
内
の
様
子
を
狼
と
牛
の
被
り
物
を

し
た
二
人
組
が
眺
め
て
い
る
。 

牛
「
ど
う
す
る
？
」 

狼
、
「
す
ず
む
ら
駄
菓
子
に
行
く
ぞ
」
と
牛

に
指
示
す
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
玄
関 

文
太
、
家
に
帰
っ
て
き
て
居
間
の
扉
を
開
け

る
。 

文
太
「
あ
り
が
と
う
、
も
う
大
丈
夫
だ
」 

千
代
子
「
柴
田
さ
ん
。
じ
ゃ
あ
失
礼
し
ま
ね
ー
」 

千
代
子
、
電
話
を
切
る
。 

千
代
子
「
お
父
さ
ん
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
」 

文
太
の
ス
マ
ホ
に
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。 

文
太
「
す
ま
ん
、
あ
と
で
。
も
し
も
し
？
」 

千
代
子
「
ス
マ
ホ
？
」 

 

◯
す
ず
む
ら
駄
菓
子
・
店
内 

絹
枝
が
文
太
に
電
話
し
て
い
る
。 

絹
枝
「
文
さ
ん
、
一
体
ど
う
い
う
こ
と
よ
？
」 



 

 

 

 

 

50 

弘
治
と
鈴
村
、
狼
と
牛
の
二
人
組
を
捕
ま
え

て
い
る
。 

二
人
の
被
り
物
は
取
ら
れ
、
ミ
ラ
ク
ル
に
務

め
る
北
山
と
東
野
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

鈴
村
、
北
山
の
財
布
か
ら
ミ
ラ
ク
ル
の
名
刺

を
見
つ
け
る
。 

鈴
村
「
お
い
、
ミ
ラ
ク
ル
の
名
刺
出
て
き
た
ぞ
」 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ 

文
太
「
や
っ
ぱ
り
」 

 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
） 

す
ず
む
ら
駄
菓
子
に
置
い
て
あ
る
マ
ネ
キ
ン

を
見
て
、
す
ず
む
ら
駄
菓
子
を
襲
う
こ
と
を

止
め
た
狼
と
牛
の
二
人
組
が
、
店
の
前
か
ら

立
ち
去
っ
て
い
く
。 

文
太
、
そ
の
後
ろ
姿
を
見
て
い
る
。
狼
の
被

り
物
の
下
か
ら
、
緑
髪
が
見
え
て
い
る
。 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 

◯
す
ず
む
ら
駄
菓
子
・
倉
庫 

す
ず
む
ら
駄
菓
子
の
倉
庫
で
、
北
山
と
東
野

が
ロ
ー
プ
で
縛
ら
れ
て
座
ら
さ
れ
て
い
る
。

北
山
と
東
野
、
反
抗
的
な
目
を
し
て
い
る
。 

鈴
村
、
浩
二
も
い
る
。 

弘
治
「
で
、
ど
う
す
る
ん
で
す
？
」 

鈴
村
「
お
、
文
さ
ん
か
ら
指
示
が
来
て
る
」 

 

◯
佐
藤
家
・
台
所 

文
太
、
鍋
で
そ
う
め
ん
を
茹
で
よ
う
と
し
て

い
る
。 

文
太
「
皿
、
皿
。
あ
、
そ
の
前
に
菜
箸
か
」 

文
太
、
め
ん
つ
ゆ
の
入
っ
た
ボ
ト
ル
を
倒
し

て
中
を
こ
ぼ
す
。 

文
太
「
う
わ
」 

千
代
子
、
そ
ん
な
様
子
を
こ
っ
そ
り
の
ぞ
い

て
い
る
。 

 

◯
す
ず
む
ら
駄
菓
子
・
倉
庫 
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鈴
村
と
弘
治
、
文
太
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
指

示
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で
い
る
。
『
強
盗

た
ち
の
ス
マ
ホ
を
使
い
、
奴
ら
の
上
司
に
以

下
の
文
を
送
っ
て
く
れ
』
と
書
か
れ
て
い
る
。 

弘
治
「
段
取
り
良
い
で
す
ね
ぇ
」 

 

◯
佐
藤
家
・
台
所 

千
代
子
「
段
取
り
悪
い
わ
ぁ…

…

」 

 

◯
佐
藤
家
・
廊
下 

文
太
、
廊
下
に
掃
除
機
を
か
け
て
い
る
。 

洗
濯
の
終
了
を
告
げ
る
電
子
音
が
鳴
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ 

千
代
子
が
そ
う
め
ん
を
食
べ
て
い
る
。
派
手

な
音
が
廊
下
か
ら
聞
こ
え
る
。
覗
く
と
文
太

が
掃
除
機
の
コ
ー
ド
に
足
を
引
っ
掛
け
て
転

ん
で
い
る
。 

文
太
「
大
丈
夫
だ
」 

 

◯
す
ず
む
ら
駄
菓
子
・
倉
庫 

北
山
、
東
野
、
ロ
ー
プ
を
外
そ
う
と
し
て
い

る
。
北
山
、
棚
の
上
に
カ
ッ
タ
ー
が
あ
る
の

を
見
つ
け
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
廊
下 

文
太
、
洗
面
所
に
向
か
う
と
洗
剤
の
泡
が
洗

濯
機
か
ら
溢
れ
て
い
る
。 

文
太
「
う
お
！
」 

千
代
子
「
お
父
さ
ん
」 

文
太
「
大
丈
夫
だ
」 

千
代
子
「
お
電
話
が
」 

 

◯
佐
藤
家
・
居
間 

文
太
、
テ
ー
ブ
ル
に
置
い
て
あ
る
ス
マ
ホ
を

手
に
取
る
。
知
ら
な
い
番
号
か
ら
。 

文
太
「…

…

も
し
も
し
」 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
非
常
階
段 

兵
藤
、
ス
マ
ホ
で
文
太
に
電
話
を
か
け
て
い
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る
。 

兵
藤
「
兵
藤
だ
」 

 

◯
佐
藤
家
・
居
間 

文
太
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
受
け
取
っ
て
も
ら
え
た
よ
う

だ
な
」 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
非
常
階
段 

兵
藤
「
何
が
狙
い
だ
」 

文
太
「
お
前
の
部
下
は
捕
ま
え
た
。
商
店
街
の
襲
撃

は
失
敗
だ
。
こ
の
ま
ま
警
察
に
突
き
出
せ
ば
ど
う

な
る
か
分
か
る
だ
ろ
？
」 

兵
藤
「…

…

」 

文
太
「
二
度
と
こ
ん
な
こ
と
し
な
い
と
約
束
す
る
な

ら
、
部
下
は
解
放
す
る
」 

兵
藤
、
ミ
ラ
ク
ル
の
ラ
ウ
ン
ジ
に
目
を
や
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
居
間 

文
太
「
俺
た
ち
は
年
寄
り
だ
。
事
を
大
き
く
す
る
つ

も
り
は
な
い
」 

兵
藤
「…

…

断
る
」 

文
太
「
え
？
」 

 

◯
す
ず
む
ら
駄
菓
子
・
倉
庫 

北
山
と
東
野
は
い
な
い
。
ほ
ど
か
れ
た
ロ
ー

プ
が
床
に
落
ち
て
い
る
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
非
常
階
段 

兵
藤
の
視
線
の
先
に
ラ
ウ
ン
ジ
の
様
子
が
チ

ラ
リ
と
見
え
て
い
る
。 

高
子
が
狼
と
牛
の
被
り
物
を
付
け
た
男
二
人

に
話
し
か
け
て
い
る
。 

兵
藤
「
悪
い
が
、
あ
ん
た
の
言
い
な
り
に
は
な
ら
な

い
」 

 

◯
佐
藤
家
・
居
間 

文
太
「
待
て
。
お
前
は
若
い
、
今
か
ら
で
も
や
り
直

せ
る
！
」 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
非
常
階
段 
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兵
藤
「
年
寄
り
っ
て
の
は
愚
か
だ
な
。
情
を
か
け
れ

ば
若
者
が
絆
さ
れ
る
と
思
っ
て
る
」 

兵
藤
、
電
話
を
切
る
。 

 
◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ラ
ウ
ン
ジ 

非
常
階
段
か
ら
兵
藤
、
戻
っ
て
く
る
。 

兵
藤
「
あ
の
二
人
は
？
」 

高
子
「
豚
丼
買
い
に
行
か
せ
た
」 

兵
藤
「
戻
っ
て
き
た
ら
教
え
ろ
」 

愛
美
、
待
機
室
か
ら
や
っ
て
く
る
。 

愛
美
「
ね
え
、
話
が
あ
る
ん
だ
け
ど
」 

 

◯
佐
藤
家
・
居
間 

文
太
、
切
れ
た
電
話
を
見
て
い
る
。 

文
太
「…

…

」 

文
太
の
ス
マ
ホ
に
石
井
か
ら
電
話
。 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
雑
居
ビ
ル
前 

石
井
、
文
太
と
電
話
し
て
い
る
。
手
に
は
狼

の
被
り
物
。 

石
井
「
も
し
も
し
文
さ
ん
？ 

な
ん
と
か
仕
掛
け
て

き
た
よ
」 

石
井
の
隣
に
は
牛
の
被
り
物
を
脱
い
だ
鈴
村
。 

鈴
村
「
暑
っ
つ
い
」 

石
井
「
で
も
よ
、
本
当
に
こ
れ
が
中
や
ん
の
た
め
に

な
る
の
か
？
」 

 

◯
佐
藤
家
・
居
間 

文
太
「
お
そ
ら
く
な
」 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
雑
居
ビ
ル
前 

鈴
村
「
お
い
お
い
、
嘘
だ
ろ
」 

鈴
村
、
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。 

鈴
村
、
石
井
か
ら
ス
マ
ホ
を
借
り
て
文
太
に

電
話
越
し
で
報
告
。 

鈴
村
「
大
変
だ
よ
、
文
さ
ん
。
ウ
チ
の
母
ち
ゃ
ん
、

あ
の
強
盗
た
ち
解
放
し
た
っ
て
」 

 

◯
鈴
村
駄
菓
子
・
和
室 

北
山
と
東
野
、
戸
惑
っ
た
様
子
で
畳
の
上
に
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座
っ
て
い
る
。 

ち
ゃ
ぶ
台
を
挟
ん
で
向
か
い
に
絹
枝
。
ち
ゃ

ぶ
台
の
上
に
駄
菓
子
が
並
ん
で
い
る
。 

絹
枝
「
好
き
な
の
食
べ
な
」 

 
◯
佐
藤
家
・
居
間 

文
太
「
ま
あ
、
良
い
ん
じ
ゃ
ね
え
か
？ 

年
寄
り
な

ん
だ
か
ら
、
若
者
に
情
く
ら
い
か
け
て
も
」 

 

◯
鈴
村
駄
菓
子
・
和
室 

北
山
、
ち
ゃ
ぶ
台
の
下
に
隠
し
持
っ
て
い
た

カ
ッ
タ
ー
を
ち
ゃ
ぶ
台
の
上
に
置
き
、
深
々

と
頭
を
下
げ
る
。 

北
山
「
す
い
ま
せ
ん
で
し
た
」 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ビ
ル
前 

中
津
川
、
ミ
ラ
ク
ル
に
や
っ
て
く
る
。
石
井
、

ビ
ル
の
前
で
中
津
川
を
待
ち
構
え
て
い
る
。 

石
井
「
中
や
ん
」 

 

◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ 

文
太
、
カ
レ
ー
を
作
っ
て
い
る 

 

◯
公
園 

中
津
川
、
公
園
の
ベ
ン
チ
に
座
り
、
石
井
の

ス
マ
ホ
で

V
I
P

ル
ー
ム
で
の
映
像
を
見
て
い

る
。 

鈴
村
、
公
園
に
や
っ
て
く
る
。
石
井
、
中
津

川
か
ら
離
れ
て
鈴
村
と
会
話
。 

石
井
「
ど
う
な
っ
た
」 

鈴
村
「
母
ち
ゃ
ん
が
警
察
に
連
れ
て
っ
た
。
ま
あ
、

未
遂
だ
し
そ
こ
ま
で
の
こ
と
に
は
な
ら
ん
だ
ろ
。

…
…

中
や
ん
は
？
」 

石
井
「
あ
ぁ
」 

石
井
と
鈴
村
、
中
津
川
を
見
る
。 

中
津
川
「
い
や
ー
、
ま
い
っ
た
な
ぁ
！ 

で
も
、
ま
あ

そ
っ
か
ぁ
、
そ
う
だ
よ
な
ぁ
！ 

こ
ん
な
爺
さ

ん
と
結
婚
し
た
い
奴
な
ん
て
い
な
い
か
！
」 

鈴
村
「
中
や
ん
」 

中

津

川

「

よ

し

飲
み

い

こ

う

！ 

今

日

は

奢

る

よ
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ー
！ 

な
ん
せ
５
０
０
万
あ
る
か
ら
ね
！
」 

石
井
「
そ
う
、
だ
な
。
パ
ー
と
飲
む
か
」 

鈴
村
「
そ
う
し
よ
う
！ 

今
日
は
と
こ
と
ん
飲
ん
で

忘
れ
よ
う
」 

 
◯
佐
藤
家
・
リ
ビ
ン
グ
（
夜
） 

文
太
、
石
井
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
。
「
今

か
ら
中
や
ん
と
飲
ん
で
く
る
」
と
書
か
れ
て

い
る
。 

千
代
子
、
カ
レ
ー
を
一
口
食
べ
る
。 

千
代
子
「
え
、
美
味
し
い
」 

文
太
「
本
当
か
？
」 

千
代
子
「
は
い
。
え
、
な
ん
で
？
」 

文
太
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
の
力
だ
」 

千
代
子
「
使
い
こ
な
し
て
ま
す
ね…

…

」 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
店
内(

夜)
 

鈴
村
、
石
井
、
中
津
川
が
飲
ん
で
い
る
。 

中
津
川
「
て
か
よ
ぉ
、
な
ん
で
分
か
っ
た
ん
だ
よ
、

愛
美
ち
ゃ
ん
の
こ
と
」 

石
井
「
い
や
謎
な
ん
だ
よ
。
文
さ
ん
に
急
に
言
わ
れ

て
な
」 

鈴
村
「
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
ね
え
ん
だ
よ
。
今
日
の
昼
、

う
ち
に
強
盗
が
入
っ
た
ん
だ
け
ど
な
、
そ
れ
も
文

さ
ん
の
お
か
げ
で
な
ん
と
か
な
っ
た
ん
だ
」 

中
津
川
「
え
ー
？
」 

店
員
、
新
た
に
生
３
つ
を
持
っ
て
く
る
。 

店
員
「
生
３
つ
お
待
た
せ
し
ま
し
た
〜
」 

鈴
村
「
と
に
か
く
、
今
日
は
も
う
中
や
ん
の
失
恋
パ

ー
テ
ィ
ー
だ
」 

石
井
「
ま
さ
か
、
こ
の
年
で
誰
か
の
失
恋
を
慰
め
る

こ
と
に
な
る
と
は
思
わ
ん
か
っ
た
な
」 

中
津
川
「
も
う
や
め
て
っ
て
〜
」 

 

◯
佐
藤
家
・
浴
室 

千
代
子
、
浴
室
か
ら
出
て
く
る
。
文
太
、
待

ち
構
え
て
い
る
。 

文
太
「
転
ん
だ
り
は
し
な
か
っ
た
か
」 

千
代
子
「
は
い
」 

文
太
「
じ
ゃ
あ
布
団
敷
い
と
い
た
か
ら
。
今
日
は
も
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う
寝
ろ
」 

千
代
子
「
わ
か
り
、
ま
し
た
」 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
店
の
外(

夜)
 

店
の
外
。
鈴
村
、
石
井
、
ほ
ど
ほ
ど
に
酔
っ

て
い
る
。
中
津
川
、
け
っ
こ
う
酔
っ
て
い
る
。 

鈴
村
「
よ
し
、
２
軒
目
行
く
ぞ
！
」 

中
津
川
「
え
ぇ
、
ま
だ
飲
む
の
ー
？
」 

鈴
村
「
言
っ
た
だ
ろ
。
今
日
は
と
こ
と
ん
飲
む
っ
て
。

中
や
ん
、
付
き
合
え
よ
〜
」 

中
津
川
「
わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
。…

…

あ
れ
？ 

あ
、

財
布
置
い
て
き
た
わ
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
」 

中
津
川
、
店
の
中
に
入
っ
て
い
く
。 

鈴
村
「…

…

大
丈
夫
か
な
」 

石
井
「
ど
う
だ
ろ
う
な
」 

石
井
、
ス
マ
ホ
を
見
て
い
る
。
文
太
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
い
る
。
「
中
や
ん
か
ら

目
を
離
す
な
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
居
間
（
夜
） 

文
太
、
石
井
に
「
中
や
ん
か
ら
目
を
離
す
な
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
後
。
ス
マ
ホ
を
置

き
、
洗
濯
物
を
た
た
み
始
め
る
。 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
店
の
外(

夜)
 

石
井
と
鈴
村
、
中
津
川
を
待
っ
て
い
る
。 

石
井
「
遅
く
ね
え
か
」 

 

◯
居
酒
屋
六
犬
伝
・
ト
イ
レ
前(

夜)
 

鈴
村
、
ト
イ
レ
を
ノ
ッ
ク
。 

鈴
村
「
中
や
ー
ん
」 

ト
イ
レ
の
扉
が
開
く
。
別
の
人
間
が
出
て
く

る
。 

鈴
村
「
え
」 

石
井
「
お
い
」 

石
井
の
視
線
の
先
に
は
従
業
員
用
の
出
口
。

扉
が
開
い
て
い
る
。 

 

◯
商
店
街
（
夜
） 

石
井
と
鈴
村
、
中
津
川
を
探
し
て
い
る
。 
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石
井
「
な
か
や
ー
ん
！
」 

鈴
村
「
な
か
や
ー
ん
！
」 

 

◯
歩
道
橋(

夜)
 

中
津
川
「…

…

」 

中
津
川
、
歩
道
橋
の
下
を
虚
な
目
で
見
て
い

る
。
手
す
り
に
足
を
か
け
、
ま
さ
に
今
、
飛

び
降
り
よ
う
と
す
る
。
そ
ん
な
中
津
川
の
膝

を
文
太
が
抱
き
抱
え
る
。 

中
津
川
「
！
？
」 

文
太
「
待
た
せ
た
な
、
中
や
ん
」 

中
津
川
「
文
さ
ん
？ 
や
め
て
く
れ
よ
！ 

死
な
せ

て
く
れ
よ
！
」 

文
太
「
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
よ
」 

文
太
、
中
津
川
を
歩
道
橋
の
内
側
ま
で
引
き

上
げ
る
。 

中
津
川
「
な
ん
で
止
め
る
ん
だ
よ
。
な
ん
で…

…

う

わ
あ
あ
あ
ん
！
」 

 

◯
佐
藤
家
・
玄
関
（
夜
） 

文
太
、
中
津
川
を
連
れ
て
家
ま
で
戻
っ
て
く

る
。 

石
井
と
鈴
村
、
佐
藤
家
の
前
で
待
っ
て
い
る
。 

鈴
村
「
お
お
、
中
や
ん
！
」 

石
井
「
な
ん
だ
よ
お
前
、
死
の
う
と
し
た
っ
て
！
」 

鈴
村
「
さ
っ
き
ま
で
あ
ん
な
に
楽
し
そ
う
に
飲
ん
で

た
じ
ゃ
ね
え
か
」 

中
津
川
「
だ
っ
て
、
だ
っ
て
ぇ
え
え
え
！
」 

文
太
「
と
り
あ
え
ず
上
が
れ
」 

 

◯
佐
藤
家
・
居
間
（
夜
） 

文
太
、
石
井
、
鈴
村
、
中
津
川
、
居
間
に
や

っ
て
く
る
。
千
代
子
が
す
で
に
い
る
。 

千
代
子
「
あ
ら
、
皆
さ
ん
」 

鈴
村
「
お
ー
ど
う
も
ど
う
も
」 

文
太
「
起
き
て
た
の
か
」 

千
代
子
「
す
い
ま
せ
ん
、
眠
れ
な
く
て
」 

中
津
川
「
う
う
う
」 

千
代
子
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
、
中
津
川
さ
ん
」 

石
井
「
色
々
あ
っ
た
ん
で
す
」 
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中
津
川
「
俺
は
ダ
メ
だ
ぁ
。
昔
っ
か
ら
何
一
つ
変
わ

っ
て
な
い
ん
だ
。
い
っ
つ
も
上
手
く
い
か
な
い
ん

だ
」 

文
太
「
上
手
く
い
く
こ
と
だ
け
が
人
生
じ
ゃ
ね
え
だ

ろ
」 

中
津
川
「
他
に
何
が
あ
る
っ
て
言
う
ん
だ
よ
」 

文
太
「…

…

ほ
ら
、
食
べ
ろ
」 

文
太
、
カ
レ
ー
を
中
津
川
の
前
に
出
す
。 

千
代
子
「
お
父
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
」 

石
井
「
文
さ
ん
が
？
」 

鈴
村
「
ど
う
い
う
風
の
吹
き
回
し
だ
よ
」 

千
代
子
「
今
日
ち
ょ
っ
と
変
な
ん
で
す
」 

石
井
「
そ
れ
は
確
か
に
そ
う
な
ん
で
す
よ
」 

鈴
村
「
し
か
も
一
切
の
説
明
が
な
い
」 

中
津
川
、
カ
レ
ー
を
食
べ
る
。 

千
代
子
「
ど
う
で
す
か
？
」 

中
津
川
「…

…

そ
こ
そ
こ
だ
ー
」 

文
太
「
そ
こ
そ
こ
！
？
」 

石
井
「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
」 

鈴
村
「
普
段
料
理
し
な
い
人
間
の
カ
レ
ー
な
ん
て
、

そ
り
ゃ
、
そ
こ
そ
こ
だ
よ
」 

文
太
「
で
も
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
見
た
ん
だ
ぞ
」 

石
井
「
そ
れ
で
そ
こ
そ
こ
は
ヤ
バ
い
な
」 

鈴
村
「
根
本
的
な
セ
ン
ス
が
な
い
ん
だ
ろ
う
な
」 

中
津
川
「
う
わ
ぁ
あ
あ
あ
あ
ん
」 

 

◯
ミ
ラ
ク
ル
・
ラ
ウ
ン
ジ 

愛
美
、
中
津
川
に
電
話
し
て
い
る
が
繋
が
ら

な
い
。 

愛
美
「
も
う
な
ん
で
よ
！
」 

兵
藤
「…

…

諦
め
る
か
」 

愛
美
「
で
も
」 

兵
藤
「
仕
方
が
な
い
」 

西
条
「
兵
藤
さ
ん
」 

西
条
、
中
津
川
が
持
っ
て
い
た
紙
袋
を
持
っ

て
入
っ
て
く
る
。 

西
条
「
こ
れ
が
、
店
の
前
に
」 

 

◯
佐
藤
家
・
居
間
（
夜
） 

２
４
時
近
く
。
石
井
、
鈴
村
、
酔
い
つ
ぶ
れ
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て
い
る
。 

 

◯
佐
藤
家
・
玄
関
（
夜
） 

金
を
ミ
ラ
ク
ル
ま
で
届
け
た
文
太
、
戻
っ
て

く
る
。 

中
津
川
が
出
迎
え
る
。 

中
津
川
「
あ
り
が
と
な
」 

文
太
「
本
当
に
良
か
っ
た
の
か
？
」 

中
津
川
「
う
ん
」 

 

◯
佐
藤
家
・
台
所
（
夜
） 

千
代
子
、
皿
を
洗
っ
て
い
る
。 

文
太
「
母
さ
ん
、
俺
が
や
る
」 

千
代
子
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

千
代
子
、
リ
ビ
ン
グ
の
椅
子
に
座
る
。 

文
太
、
皿
を
洗
い
始
め
る
。 

文
太
「
家
事
っ
て
の
は
大
変
だ
な
」 

千
代
子
「
そ
う
で
す
よ
？
」 

文
太
「
つ
ま
ら
ね
え
だ
ろ
。
毎
日
が
同
じ
こ
と
の
繰

り
返
し
で
」 

千
代
子
「
そ
ん
な
こ
と
な
い
で
す
よ
。
そ
れ
に
、
今

日
は
特
別
な
日
で
す
」 

文
太
「…

…

そ
う
か
」 

千
代
子
「
あ
。
も
う
１
２
時
回
っ
ち
ゃ
っ
た
」 

文
太
、
時
計
を
見
る
。
０
時
を
過
ぎ
て
い
る
。 

  

（
完
） 

   


